
九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

日
時　

平
成
30
年
9
月
8
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
二
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

四
〇
年
余
の
宇
宙
文
明
コ
ン
タ

ク
ト
か
ら
判
っ
て
き
た
こ
と
、

異
星
人
と
意
識

　
　
　
　

講
師　

秋
山　

眞
人 

氏

一
九
七
〇
年
代
、
超
能
力
に
目
覚
め

た
人
々
の
多
く
が
、
並
行
し
て
、
U
�F�

O
、
異
星
人
に
関
わ
り
続
け
て
き
ま
し

た
。能

力
の
開
発
法
か
ら
、
未
来
文
明
の

あ
る
べ
き
姿
に
至
る
ま
で
、
外
宇
宙
存

在
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
示
を
受
け
、

国
内
外
の
企
業
と
発
明
な
ど
を
行
っ
た

り
、
音
楽
、
芸
術
に
関
わ
る
ヒ
ン
ト
を

与
え
ら
れ
た
り
、
能
力
者
と
し
て
生
き

る
と
共
に
、
面
白
い
体
験
を
沢
山
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
皆
さ
ん
と
お
話
が
で
き

る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

宇
宙
生
命
体
の
所
在
と
目
的
に
つ
い

て
、
そ
の
世
界
観
と
、
私
た
ち
が
ど
う

つ
な
が
る
の
か
に
つ
い
て
、
お
話
し
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
秋
山
眞
人
氏
は
一
九
七
〇
年
代
、
ユ

リ
・
ゲ
ラ
ー
の
ス
プ
ー
ン
曲
げ
か
ら
始

ま
っ
た“
超
能
力
ブ
ー
ム
”
の
時
代
に
、

超
能
力
者
と
し
て
、
ま
た
U
F
O
、
異

星
人
に
関
わ
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し

て
、
活
躍
を
始
め
、
現
在
に
至
る
ま
で
、

企
業
経
営
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
マ
ス

コ
ミ
も
含
め
、
多
く
の
講
演
・
セ
ミ
ナ

ー
で
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ユ
リ
・

ゲ
ラ
ー
氏
と
も
親
し
く
、
こ
れ
ま
で
何

回
も
日
本
に
招
い
て
行
動
を
共
に
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

久
し
ぶ
り
の
日
本
サ
イ
科
学
会
の
御

講
演
で
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
は
是
非

ご
友
人
・
知
人
を
誘
わ
れ
て
ご
参
加
願

い
ま
す
。

◎
秋
山
眞
人
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
6
0
年
静
岡
県
下
田
市
生
ま
れ
。

射
手
座
。
精
神
世
界
の
長
老
と
も
、
ス

ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
と
も
い
わ
れ
る
。「
人

の
才
能
や
個
性
」
を
良
い
感
情
で
引
き

今
月
号
の
記
事

◎
九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
十
二
月
本
部
例
会
の
発
表
者
募
集

◎
中
部
サ
イ
科
学
会
九
月
研
究
集
会
の

　

お
知
ら
せ

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
九
月
研
究
集
会
の

　

お
知
ら
せ

★
第
27
回
全
国
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
十
月
、
十
一
月

　

研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
第
8
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科

　

会
の
お
知
ら
せ

◎
平
成
30
年
2
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅰ

◎
第
四
二
八
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
四
二
九
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
四
三
〇
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
6
月
通
常
総
会
の
報
告

◎
本
部
月
例
会
・
全
国
大
会
講
演
録
音

　

の
販
売

◎
意
念
と
ス
ピ
リ
ッ
ト
オ
ー
ブ
の
共
振

出
し
た
り
、
よ
り
強
化
す
る
こ
と
、
そ

し
て
な
に
よ
り
、
人
を
自
由
と
幸
せ
の

領
域
に
案
内
す
る
の
が
天
命
で
あ
る
と

い
う
。
お
も
し
ろ
い
人
に
会
う
の
が
趣

味
。
大
正
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
宗

教
学
博
士
課
程
前
期
修
了
。

13
歳
の
頃
に
神
秘
体
験
。
後
、
1‌

9‌

�
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7‌
4
年
に
ユ
リ
・
ゲ
ラ
ー
の
来
日
と
と

も
に
、
超
能
力
少
年
と
し
て
メ
デ
ィ
ア

に
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
警
察
官
、
郵
政

事
務
官
と
い
う
2
つ
の
公
務
員
生
活
を

経
て（
7
年
間
）、
上
京
。
商
社
、
出
版

社
勤
務
を
経
て
、
教
育
ビ
ジ
ネ
ス
の
現

場
で
ノ
ウ
ハ
ウ
研
究
を
重
ね
る
。
並
行

し
て
、
現
在
で
は
日
本
最
古
と
な
る
潜

在
未
知
能
力
の
実
用
性
研
究
を
行
う
研

究
所
を
運
営
。
そ
の
間
、
2
誌
の
雑
誌

の
編
集
長
を
兼
務
す
る
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　

　
一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
8
／
4
受
領
分
ま
で
）

金
五
十
万
円
也　
　

品
川　

次
郎　

様

金
二
万
円
也　
　
　
　

匿　
　

名　

様

金
二
千
円
也　
　
　

久
保
田
昌
治　

様

金
一
千
円
也　
　
　

信
太　

民
久　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

十
二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

と
発
表
者
の
募
集

忘
年
会
も
兼
ね
た
会
員
の
体
験

意
見
発
表
と
討
論
の
会

日
時　

平
成
30
年
12
月
15
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

一
〇
〇
〇
円

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
一
人
の
講

師
の
講
演
で
は
な
く
、
参
加
者
の
皆
様

か
ら
の
U
F
O
、
超
常
現
象
、
心
霊
現

象
、
オ
ー
ブ
等
サ
イ
現
象
に
関
す
る
目

撃
・
体
験
や
意
見
の
発
表
、
そ
れ
ら
を

テ
ー
マ
に
し
た
意
見
交
換
・
討
論
等
、

気
楽
な
感
じ
で
懇
談
会
を
開
催
致
し
ま

す
。皆

様
の
中
で
、
ご
自
分
で
撮
っ
た
不

思
議
な
写
真
、
ビ
デ
オ
映
像
等
を
お
持

ち
で
し
た
ら
是
非
ご
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。（
V
H
S
テ
ー
プ
や
D
V
D
ビ
デ
オ

等
の
映
像
を
お
見
せ
し
た
い
方
は
、
早

め
に
事
務
局
に
お
知
ら
せ
願
い
ま
す
。）

ス
プ
ー
ン
曲
げ
等
の
念
力
、
透
視
能

力
・
予
知
能
力
な
ど
サ
イ
能
力
に
自
信

の
あ
る
方
、
ま
た
は
友
人
、
知
人
に
能

力
者
の
い
る
方
は
是
非
お
連
れ
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
ご
自
分
で
は
気
が
付

い
て
い
な
い
の
に
、
思
い
が
け
な
い
超

能
力
を
発
揮
す
る
方
も
お
ら
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

特
別
講
師
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
参
加

者
の
皆
様
の
自
由
な
発
言
で
い
つ
も
楽

し
い
会
に
な
り
ま
す
し
、
終
了
後
の
懇

親
会
も
面
白
い
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま

す
。参

加
費
は
、
会
員
、
一
般
と
も
千
円

で
す
の
で
、
気
楽
に
ご
参
加
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

日
時　

平
成
30
年
9
月
8
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
～
5
時

会
場　

博
愛
癒
院（
ゆ
う
い
ん
）

　
　
　

名
古
屋
市
港
区
名
四
町
1
1
3

交
通　

�

地
下
鉄
名
港
線
港
区
役
所
駅
下

車
か
ら
徒
歩
15
分

会
費　

一
〇
〇
〇
円
（
会
員
・
一
般
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

問
合
せ
0
8
0
・
1
6
5
8
7
3
9
8

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

残
像
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
　
　
　

講
師　

高
岸　

弘 

氏

日
時　

平
成
30
年
9
月
15
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
15
分
～
5
時

会
場　

阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　

第
二
研
修
室

交
通　

�

地
下
鉄
谷
町
線
「
阿
倍
野
駅
」

7
号
出
口
よ
り
あ
べ
の
ベ
ル
タ

地
下
2
階
通
路
を
通
り
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
で
3
階
へ

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族 

二
千
円

　
一
般 

三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生 

一
千
円

※�

講
演
後
講
師
の
先
生
を
囲
ん
で
二
次

会
を
予
定
。（
あ
べ
の
ベ
ル
タ
B
1
F

「
わ
の
わ
」料
金
三
千
円
予
定
）

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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★日本サイ科学会　第２７回全国大会★
� （特別協賛：サトルエネルギー学会）

（日時）　2018年10月8日（月・祝）10 :00～16 :50

（会場）　北とぴあ7階第1研修室

（交通）　JR京浜東北線王子駅下車徒歩2分、ホーム最北端（赤羽寄り）の階段を下り

　改札口を出て見える高層ビル

（会費）　会員　¥2,000（含当日入会申込者）　一般　¥3,000　 学生　¥1,000

		  ※サトルエネルギー学会会員は会員会費となります。

<プログラム>　（敬称略）

  9 : 30		  開場

10 :00～10 :10	 開会のご挨拶　久保田 昌治 大会委員長

◎会員の研究発表（6名）（20分発表、5分質疑応答／1人）
10 :10～10 :35	 橋谷 誠一「水晶を用いた外気発生装置の低コスト化の試み」

10 :35～11 :00	 山根　 真「新宇宙論・量子論Ⅳ－ハッブル定数を求めて－」

11 :00～11 :25	 小林 信正「憑依現象についての考察」

11 :25～11 :50	 浪平 博人「乱数を用いた閃きの表現」

11 :50～12 :50	 　昼休み

12 :50～13 :15	 橋本 和哉「浄水と健康に考慮した気功水を作る」

13 :15～13 :40	 志賀 一雅「脳波7.8Hzのスローα波の作用効果」

◎シンポジウム　テーマ「水と健康」
13 :40～14 :20　「水と健康」ウォーターデザイン研究会　久保田 昌治

14 :20～15 :00　「神話知から紐解く水の可能性と実際」

　　　　　　　（株）七沢研究所　杉山 彰、森田 雄一朗　

15 :00～15 :10　休憩

15 :10～15 :40　「アクアクリスタルリング（ACR）による水の改質例とその作用

　　　　　　　 メカニズム」　科学開発研究所　小西 昭雄

15 :40～16 :00　「健康水による睡眠時脳波における7.8Hzの増加」

　　　　　　　 脳力開発研究所　志賀 一雅

16 :00～16 :40　パネルディスカッション

　　司会進行　阿久津 淳

　　パネリスト⇒久保田 昌治、杉山 彰、森田 雄一朗、小西 昭雄、志賀 一雅

16 :40～16 :45　優秀研究賞表彰式　浪平 博人 会長

16 :45～16 :50　閉会のご挨拶　久保田 昌治 大会委員長

17 :30～19 :30　懇親会（希望者：当日受付け）



関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

手
相
と
意
識

　
　
　
　

講
師　

高
峯　

秀
樹 

氏

日
時　

平
成
30
年
10
月
20
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
15
分
～
5
時

会
場　

阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　

第
二
研
修
室

交
通　

�

地
下
鉄
谷
町
線
「
阿
倍
野
駅
」

7
号
出
口
よ
り
あ
べ
の
ベ
ル
タ

地
下
2
階
通
路
を
通
り
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
で
3
階
へ

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族 

二
千
円

　
一
般 

三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生 

一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

神
仏
セ
ラ
ピ
ー

　
　
　
　

講
師　

橋
本　

和
哉 

氏

日
時　

平
成
30
年
11
月
17
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
15
分
～
5
時

会
場　

阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　

ス
タ
ジ
オ

交
通　

�

地
下
鉄
谷
町
線
「
阿
倍
野
駅
」

7
号
出
口
よ
り
あ
べ
の
ベ
ル
タ

地
下
2
階
通
路
を
通
り
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
で
3
階
へ

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族 

二
千
円

　
一
般 

三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生 

一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
8
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会
の
お
知
ら
せ

日
時　

平
成
30
年
11
月
3
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
一
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

見
え
な
い
世
界
の
探
求
、
1
0
0

歳
長
寿
と
手
相
に
つ
い
て

　
　
　
　

講
師　

花
見　

正
樹 

氏

昭
和
11
年
1
月
東
京
都
生
ま
れ
。
花

見
化
学
（
株
）
社
主
、（
株
）
開
運
道
ス

ク
ー
ル
代
表
、
米
沢
新
聞
社
顧
問
、
作

家
、
占
術
家
、
整
体
師
師
範
な
ど
。
日

本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員

著
書
：
占
い
全
科
。
幸
運
の
手
相
術

な
ど
多
数
。

内
容私

の
母
は
1
0
3
歳
と
4
ケ
月
生
き
、

要
介
護
5
が
要
介
護
1
と
な
り
老
衰
で

逝
き
ま
し
た
。

私
は
い
ま「
元
気
で
長
生
き
1
0
0

歳
会
」
を
主
宰
し
て
い
ま
す
。
長
寿
の

要
因
の
一
つ
は「
ス
ト
レ
ス
を
減
ら
す
」

こ
と
と
信
じ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
占

術
家
の
立
場
で
、
手
相
を
見
な
が
ら
ス

ト
レ
ス
解
消
を
考
え
、「
手
相
・
手
ま
さ

つ
健
康
法
」の
実
践
を
指
導
中
で
す
。

手
相
は
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、「
手
の

中
に
宇
宙
が
あ
り
、
手
の
中
に
人
生
が

あ
る
」
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
た

が
っ
て
、
手
相
を
み
る
だ
け
で
性
格
や

生
き
方
な
ど
が
分
か
り
ま
す
。

手
相
を
学
ぶ
こ
と
は
健
康
増
進
に
役

立
ち
、
当
然
な
が
ら
健
康
で
長
寿
へ
の

道
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
れ
ら
の
お
話
で
少
し
で
も
皆
様
の

長
寿
と
健
康
で
幸
せ
な
明
日
へ
の
お
役

に
立
て
さ
せ
て
頂
け
た
ら
、
私
の
望
外

の
喜
び
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
30
年
2
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

覚
醒
下
手
術
か
ら
始
ま
る

統
合
医
療

　
　
　
　

講
師　

篠
浦　

伸
禎 

氏

◎
篠
浦
伸
禎
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
5
8
年
2
月
24
日
生
ま
れ
。

1
9
8
2
年
3
月　

東
京
大
学
医
学

部
卒
業
。
1
9
8
8
年
日
本
脳
神
経

外
科
学
会
専
門
医
を
取
得
。
1
9
9
2

年
東
京
大
学
医
学
部
の
医
学
博
士
を
取

得
。
2
0
0
9
年
よ
り
都
立
駒
込
病
院

脳
神
経
外
科
部
長
。

著
書
は
「
脳
腫
瘍
機
能
温
存
の
た
め

の
治
療
と
手
術
」
な
ど
多
数
。
週
刊
現

代
の
2
0
1
5
年
12
月
12
日
号
に
お
い

て
「
信
頼
で
き
る
医
師
」
の
特
集
の
脳

● ❹●



外
科
部
門
で
唯
一
選
ば
れ
、
ま
た
、
夕

刊
フ
ジ
の
2
0
1
7
年
4
月
の
町
の
ブ

ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
特
集
に
お
い
て
も
脳

腫
瘍
部
門
に
お
い
て
唯
一
選
ば
れ
た
。

講
演
内
容

※
篠
浦
伸
禎
先
生
の
ご
挨
拶
の
後
、
民

放
テ
レ
ビ
で
2
0
1
6
年
5
月
23
日

放
映
さ
れ
た
「
脳
を
い
つ
ま
で
も
健
康

に
!
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
番
組
映
像

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
最
初
に
、
患
者

の
意
識
が
あ
る
状
態
で
行
わ
れ
る
覚
醒

下
脳
手
術
の
映
像
が
出
た
後
、
認
知
症

予
防
に
つ
い
て
の
解
説
映
像
が
あ
り
ま

し
た
。

（
番
組
紹
介
）「　

」
は
篠
浦
医
師
発
言

認
知
症
は
脳
に
ア
ミ
ロ
イ
ド
ベ
ー
タ

と
い
う
タ
ン
パ
ク
質
が
溜
ま
る
こ
と
で

発
症
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

原
因
は
ま
だ
解
っ
て
い
な
い
。

篠
浦
医
師
は
あ
る
可
能
性
に
注
目
し

て
い
る
。「
ス
ト
レ
ス
が
あ
る
と
、
人

間
は
脳
血
流
が
落
ち
て
、
脳
細
胞
が
傷

ん
で
い
く
。
だ
か
ら
、
ち
ゃ
ん
と
ス
ト

レ
ス
を
乗
り
越
え
る
よ
う
な
脳
の
使
い

方
を
し
て
い
な
い
と
認
知
症
に
な
る
。」

　

で
は
ス
ト
レ
ス
に
負
け
な
い
強
い
脳

を
育
て
る
方
法
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？

「
や
は
り
脳
の
司
令
塔
が
し
っ
か
り

し
て
い
な
い
と
ダ
メ
で
、
脳
が
う
ま
く

状
況
に
応
じ
て
、
司
令
し
な
い
と
脳
も

う
ま
く
行
か
な
い
。
司
令
塔
が
し
っ
か

り
し
て
い
れ
ば
、
脳
は
ど
ん
な
ス
ト
レ

ス
が
あ
っ
て
も
、
う
ま
く
乗
り
越
え
ら

れ
る
。」

篠
浦
医
師
の
い
う
司
令
塔
は
、
脳
の

真
ん
中
に
あ
る
帯
状
回
と
呼
ば
れ
る
部

分
で
、
感
情
な
ど
を
作
り
出
す
と
こ
ろ

で
、
ス
ト
レ
ス
に
影
響
さ
れ
や
す
い
部

分
だ
。
ス
ト
レ
ス
に
よ
り
、
こ
の
司
令

塔
の
働
き
が
低
下
す
る
と
、
認
知
症
の

リ
ス
ク
が
高
く
な
る
と
い
う
。

で
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
脳
の
司
令

塔
は
強
く
な
る
の
で
し
ょ
う
か
?

篠
浦
医
師
が
注
目
す
る
の
は
運
動
で
、

中
で
も「
体
幹
を
し
っ
か
り
さ
せ
る
運

動
が
す
ご
く
い
い
。
体
幹
部
は
脳
の
司

令
塔
に
関
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
体

幹
に
関
わ
る
運
動
を
し
て
、
血
流
を
増

や
す
と
、
自
然
に
脳
が
使
え
る
よ
う
に

な
る
。」

篠
浦
医
師
に
よ
る
と
、
脳
の
司
令
塔

は
、
身
体
の
中
心
に
あ
る
体
幹
、
す
な

わ
ち
姿
勢
や
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た

め
の
筋
肉
と
関
連
が
深
い
と
い
う
。

こ
の
体
幹
を
鍛
え
る
こ
と
は
、
脳
の

司
令
塔
へ
の
血
流
が
増
え
る
こ
と
に
つ

な
が
り
、
ス
ト
レ
ス
に
負
け
な
い
強
い

脳
が
育
成
で
き
る
と
い
う
。

し
か
し
、
体
幹
を
鍛
え
る
と
い
っ
て

も
、
ハ
ー
ド
な
筋
ト
レ
な
ど
は
必
要
な

い
と
い
う
。
そ
こ
で
篠
浦
医
師
が
実
践

す
る
体
幹
を
鍛
え
て
認
知
症
を
予
防
す

る
方
法
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

足
ツ
ボ
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
を
1
日
1
回

踏
む
、
真
向
法
の
4
ポ
ー
ズ
を
行
う
。

真
向
法
は
80
年
の
歴
史
を
も
つ
健
康

体
操
で
、
脳
卒
中
を
患
い
な
が
ら
も
病

気
を
克
服
し
た
、
長
井
津
（
な
が
い
わ

た
る
）
氏（
1
8
8
9
～
1
9
6
3
）
が

自
身
の
経
験
か
ら
、
仏
教
の
礼
拝
の
姿

勢
を
基
に
編
み
出
し
た
体
操
だ
。

篠
浦
医
師
「
人
間
に
と
っ
て
一
番
大

事
な
と
こ
ろ
：
腰
と
か
お
腹
の
筋
肉
と

筋
膜
を
あ
れ
だ
け
曲
げ
伸
ば
し
し
て
い

る
訳
だ
か
ら
、
血
流
は
増
え
ま
す
よ
。」

真
向
法
体
操
は
一
般
的
な
体
操
と
比

べ
、
腰
回
り
な
ど
の
姿
勢
を
維
持
す
る

筋
肉
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル

を
中
心
に
動
か
す
た
め
、
体
幹
が
鍛
え

ら
れ
て
、
認
知
症
を
予
防
す
る
に
は
最

適
な
ん
だ
そ
う
だ
。

◎
真
向
法
第
一
体
操

膝
は
立
て
な
い
で
で
き
る
だ
け
床
に
近

づ
け
た
状
態
で
、
両
足
裏
を
合
わ
せ
て

両
手
で
足
先
を
持
ち
、
踵
を
で
き
る
だ

け
股
間
に
近
く
引
き
寄
せ
た
状
態
で
、

背
骨
を
立
て
て
座
り
、
息
を
吐
き
な
が

ら
、
胸
を
床
に
つ
け
る
よ
う
に
体
を
前

に
倒
す
動
作
を
10
回
繰
り
返
す
。

◎
真
向
法
第
二
体
操

両
足
を
前
方
に
ま
っ
す
ぐ
伸
ば
し
た
状

態
で
座
り
、
息
を
吐
き
な
が
ら
、
手
を

前
方
に
伸
ば
し
つ
つ
胸
を
太
も
も
に
つ

け
る
よ
う
に
体
を
前
に
倒
す
動
作
を
10

回
繰
り
返
す
。

◎
真
向
法
第
三
体
操

両
足
を
ま
っ
す
ぐ
で
き
る
だ
け
大
き
く

左
右
に
開
い
て
座
り
、
息
を
吐
き
な
が

ら
、
手
を
前
方
に
伸
ば
し
つ
つ
胸
を
床

に
つ
け
る
よ
う
に
体
を
前
に
倒
す
動
作

を
10
回
繰
り
返
す
。

◎
真
向
法
第
四
体
操

足
を
少
し
開
い
た
正
座
の
状
態
か
ら
、

●❺ ●



両
足
の
間
に
お
尻
を
下
ろ
し
、
そ
の
ま

ま
体
を
ゆ
っ
く
り
後
に
倒
し
て
両
腕
を

床
面
上
で
上
方
に
伸
ば
し
た
状
態
（
バ

ン
ザ
イ
状
態
）
で
、
一
分
間
程
度
キ
ー

プ
す
る
。

篠
浦
医
師
に
よ
る
と
、
こ
の
真
向
法

体
操
は
3
分
程
度
で
で
き
る
の
で
、
長

続
き
し
や
す
い
と
の
こ
と
。

そ
の
他
、
体
幹
力
ア
ッ
プ
に
は
、
ラ

ジ
オ
体
操
や
太
極
拳
な
ど
も
、
非
常
に

高
い
効
果
が
得
ら
れ
る
そ
う
だ
。

篠
浦
医
師
は
、
昼
食
に
も
脳
育
法
が

あ
る
と
い
う
の
で
見
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
お
昼
は
玄
米
と
野
菜
ス
ー
プ
で

す
。
3
食
に
1
食
は
必
ず
こ
れ
ら
を
食

べ
る
よ
う
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

実
は
こ
の
野
菜
ス
ー
プ
の
具
に
は
、

脳
育
に
つ
な
が
る
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
そ

う
で
す
。
ニ
ン
ジ
ン
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
タ

マ
ネ
ギ
、
カ
ボ
チ
ャ
が
入
っ
て
い
ま
す
。

篠
浦
医
師「
や
は
り
植
物
の
方
が
動
物

よ
り
も
ス
ト
レ
ス
に
強
い
、
植
物
は
太

陽
を
浴
び
て
も
動
け
な
い
、
太
陽
を
浴

び
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
活
性

酸
素
も
出
る
の
だ
が
、
そ
れ
を
処
理
す

る
抗
酸
化
酵
素
は
植
物
の
方
が
も
っ
て

い
る
、
そ
れ
が
フ
ァ
イ
ト
ケ
ミ
カ
ル
だ
。」

フ
ァ
イ
ト
ケ
ミ
カ
ル
は
ブ
ド
ウ
に
含

ま
れ
る
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
や
ト
マ
ト
に

含
ま
れ
る
リ
コ
ピ
ン
な
ど
が
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
フ
ァ
イ
ト
ケ

ミ
カ
ル
に
は
、
傷
つ
い
た
血
管
を
修
復

し
、
脳
梗
塞
を
予
防
す
る
働
き
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。

フ
ァ
イ
ト
ケ
ミ
カ
ル
を
多
く
含
む
食

べ
物
は
、
野
菜
で
は
ト
マ
ト
、
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
ナ
ス
、
果

物
で
は
ブ
ド
ウ
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
イ

チ
ゴ
、
ミ
カ
ン
で
あ
り
、
ま
た
フ
ァ
イ

ト
ケ
ミ
カ
ル
は
野
菜
や
果
物
の
皮
や
、

皮
と
実
の
間
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
た

め
、
皮
ご
と
食
べ
た
方
が
脳
へ
の
効
果

が
よ
り
期
待
で
き
る
ん
だ
そ
う
で
す
。

そ
し
て
篠
浦
医
師
は
休
日
に
も
あ
る

脳
育
法
を
実
行
し
て
い
る
。
そ
れ
は
月

に
1
回
空
手
の
道
場
に
通
い
稽
古
を
し

て
い
る
。
篠
浦
医
師
は
初
段
の
腕
前
だ
。

「
体
幹
中
心
の
立
ち
上
が
る
筋
肉
を
い

ろ
ん
な
動
き
で
鍛
え
上
げ
て
い
る
の
で
、

ど
こ
か
で
つ
ま
ず
い
て
も
、
転
ぶ
こ
と

は
な
い
。
歳
を
取
っ
て
も
、
骨
折
し
た

り
そ
う
い
う
こ
と
は
な
く
な
る
の
で
、

寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
。
空
手
の
稽
古

は
十
分
認
知
症
防
止
に
な
る
。」

 �

（
映
像
以
上
）

脳
の
使
い
方
を
知
り
、
使
い
き
る
こ
と

で
、
ス
ト
レ
ス
を
乗
り
越
え
、
死
ぬ
ま

で
健
康
に
生
き
る

ス
ト
レ
ス
を
乗
り
越
え
、
健
康
な
脳

を
保
つ
の
に
、
食
・
体
・
脳
の
使
い
方

（
心
の
持
ち
よ
う
）か
ら
提
案
す
る
。
理

由
は
、
そ
の
3
つ
が
脳
を
含
め
た
自
分

の
中
か
ら
発
生
す
る
病
気（
が
ん
、
心

臓
病
、
脳
卒
中
、
認
知
症
等
）
の
大
き

な
原
因
だ
か
ら
で
あ
る
。

脳
を
健
康
に
す
る
方
法
の
評
価
を
ど

の
よ
う
に
す
る
か
?

○�

自
分
を
含
め
て
、
多
く
の
人
が
実
践

し
、
い
い
と
評
価
し
て
い
る
。

○�

歴
史
的
に
見
て
も
、
そ
れ
が
実
証
さ

れ
て
い
る
。

○
科
学
的
な
根
拠
が
あ
る
。

優
：
右
の
3
つ
が
そ
ろ
っ
た
も
の

良
：
右
の
2
つ
が
そ
ろ
っ
た
も
の

可
：
右
の
1
つ
が
そ
ろ
っ
た
も
の

脳
を
健
康
も
し
く
は
治
療
す
る
方
法

の
適
応
に
関
し
て
、
季
節
（
自
分
の
体

験
、
周
囲
の
評
価
、
作
用
機
序
を
含
め

た
印
象
）に
た
と
え
る

○�

春
（
ゆ
る
め
る
。
例
：
気
療
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
、
へ
そ
按
腹
等
）

○�
夏
（
強
く
活
性
化
す
る
＝
ホ
ル
ミ
シ

ス
。
例
：
断
食
）

○�

初
秋
（
多
く
の
材
料
で
元
気
に
す
る

＝
例
：
ニ
ン
ニ
ク
油
、
マ
ル
ン
ガ
イ
、

有
酸
素
運
動
）

○�

晩
秋
（
長
く
健
康
で
い
る
基
礎
を
つ

く
る
＝
例
：
玄
米
菜
食
、
筋
肉
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
、
人
間
学
）

○
冬（
厳
し
い
治
療
＝
西
洋
医
療
）

食
は
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
時
代
か
ら
病

気
の
治
療
・
予
防
に
重
要
だ
と
さ
れ
て

き
た
の
に
、
西
洋
医
療
で
は
ほ
と
ん
ど

扱
わ
れ
ず
、
欧
米
、
日
本
の
医
学
部
の

授
業
で
も
ほ
と
ん
ど
教
え
て
来
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
米
国
で
は
マ
ク
ガ
バ
ン

レ
ポ
ー
ト
以
来
、
食
の
重
要
性
が
見
直

さ
れ
、
そ
の
結
果
が
ん
は
減
少
し
て
き

た
。こ

の
講
演
で
は
、
食
と
い
う
あ
ま
り

エ
ビ
デ
ン
ス
が
な
い
も
の
に
関
し
て
、

私
な
り
に
よ
り
信
憑
性
の
高
い
解
析
を

し
て
、
ど
の
よ
う
な
食
が
い
い
の
か
検

討
し
た
い
。

食
に
関
し
て
一
番
エ
ビ
デ
ン
ス
の
高
い

信
用
で
き
る
研
究

1�

．
T
・
コ
リ
ン
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
の
チ

ャ
イ
ナ
ス
タ
デ
ィ
ー
を
含
め
た
一
連

の
研
究

2�

．
地
中
海
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
研
究

3�

．
石
塚
左
玄
か
ら
始
ま
っ
た
日
本
の

食
養
の
流
れ

上
記
の
結
果
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

● ❻●



原
則
1
．
体
の
中
か
ら
出
て
く
る
生
活

習
慣
病
（
が
ん
、
心
臓
疾
患
、
脳
血
管

障
害
、
認
知
症
、
糖
尿
病
、
自
己
免
疫

疾
患
等
）
の
予
防
、
治
療
は
玄
米
菜
食

を
主
体
に
す
る
。
菜
食
は
ジ
ュ
ー
ス
の

ほ
か
、
生
野
菜
と
煮
た
野
菜
を
主
体
に

す
る（
優
、
晩
秋
）。

原
則
2
．
乳
製
品
、
肉
、
卵
、
砂
糖
は

極
力
摂
ら
な
い（
優
、
晩
秋
）。
卵
は
微

妙
で
す
が
、
平
飼
い
の
鶏
の
卵
だ
っ
た

ら
運
動
し
て
い
る
の
で
、
い
い
と
思
う
。

原
則
3
．
発
酵
食
品
、
海
産
物
、
き
の

こ
類
等
を
と
る
日
本
食
が
、
日
本
人
の

脳
の
健
康
に
は
い
い（
優
、
晩
秋
）。

西
欧
式
食
事
と
地
中
海
式
食
事
を
比

較
し
た
欧
米
諸
国
の
研
究
に
よ
る
と
、

地
中
海
式
に
準
じ
た
食
生
活
を
送
っ
て

い
る
人
は
、
そ
う
で
な
い
人
に
比
べ
て
、

死
亡
率
が
低
く
、
心
臓
病
、
が
ん
、
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
な
ど
の
神
経
変
性
疾

患
の
リ
ス
ク
が
低
い
、
と
い
う
結
果
が

出
た
。

地
中
海
式
料
理
の
特
徴
は
、
緑
色
の

葉
野
菜
、
魚
介
類
、
オ
リ
ー
ブ
油
、
果

物
、
ナ
ッ
ツ
類
、
穀
類
を
多
用
し
、
少

量
の
ワ
イ
ン
を
飲
み
、
肉
類
や
乳
製
品

は
あ
ま
り
使
わ
な
い
。
こ
の
地
中
海
式

料
理
と
共
通
点
が
多
い
の
が
日
本
食
だ
。

日
本
人
は
も
と
も
と
、
欧
米
諸
国
に
比

べ
る
と
魚
介
類
の
摂
取
量
が
多
く
、
乳

製
品
や
肉
類
の
摂
取
量
は
少
な
く
、
野

菜
や
果
物
は
た
っ
ぷ
り
摂
っ
て
い
た
。

原
則
4
．
食
事
量
を
減
ら
す
（
半
日
断

食
を
と
り
い
れ
る
）（
優
、
夏
）

○
断
食
に
つ
い
て

断
食
を
行
う
と
、
脳
下
垂
体
か
ら
ス

ト
レ
ス
に
強
く
対
抗
す
る
ホ
ル
モ
ン
、

た
と
え
ば
A
C
T
H
（
副
腎
皮
質
刺
激

ホ
ル
モ
ン
）
が
出
て
、
脳
を
活
性
化
し

ま
す
。
セ
ロ
ト
ニ
ン
の
増
加
に
よ
り
、

精
神
疾
患
た
と
え
ば
う
つ
病
に
効
果
が

あ
る
。
B
D
N
F
（
脳
由
来
神
経
栄
養

因
子
）
が
増
え
、
新
し
い
ニ
ュ
ー
ロ
ン

の
形
成
、
シ
ナ
プ
ス
の
発
達
、
脳
内
の

情
報
伝
達
が
促
進
さ
れ
、
認
知
症
や
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
、
加
齢
に
よ
る
記
憶
力

の
低
下
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
な
ど
の
予

防
に
つ
な
が
る
。

ま
た
断
食
中
、
脳
へ
の
栄
養
素
が
絶

た
れ
る
と
、
脳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
言
わ

れ
て
い
る
ぶ
ど
う
糖
の
代
わ
り
に
、
脂

肪
が
分
解
し
て
で
き
る
ケ
ト
ン
体
を
脳

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
す
る
。
脳
内
に
ケ

ト
ン
体
が
増
え
る
と
、
α
波
が
出
て
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
た
り
、
感
覚
が
鋭
敏
に
な

り
、
集
中
力
が
ア
ッ
プ
す
る
。

さ
ら
に
、
糖
の
他
に
ケ
ト
ン
体
と
い

う
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ

て
、
脳
は
よ
り
沢
山
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ

の
た
め
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
予
防
に

効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
最
後

に
、
長
寿
遺
伝
子
で
あ
る
サ
ー
チ
ュ
イ

ン
遺
伝
子
を
活
性
化
さ
せ
、
認
知
症
を

予
防
す
る
。

○
断
食
の
動
物
実
験

一
日
食
事
を
与
え
た
ら
、
そ
の
次
の

日
は
断
食
し
た
ラ
ッ
ト
（
ネ
ズ
ミ
）
は
、

毎
日
食
べ
さ
せ
た
ラ
ッ
ト
よ
り
長
生
き

を
し
た
。
マ
ウ
ス
（
ネ
ズ
ミ
の
一
種
）

に
よ
る
実
験
で
も
、
お
腹
い
っ
ぱ
い
食

べ
た
グ
ル
ー
プ
と
、
食
事
制
限
し
た
グ

ル
ー
プ
で
は
、
食
事
制
限
し
た
方
が
寿

命
が
延
び
て
い
る
。

さ
ら
に
、
ネ
ズ
ミ
の
ラ
ッ
ト
、
ハ
ム

ス
タ
ー
、
マ
ウ
ス
を
使
っ
て
、
生
存
率

が
食
事
を
制
限
す
る
時
期
に
よ
っ
て
、

ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
、
を
実
験
し

た
と
こ
ろ
、
食
事
制
限
し
な
い
で
お
腹

い
っ
ぱ
い
食
べ
た
グ
ル
ー
プ
が
一
番
早

死
に
で
、
二
番
目
は
一
生
食
事
を
制
限

し
た
グ
ル
ー
プ
、
次
は
最
初
に
寿
命
の

三
分
の
一
の
期
間
は
自
由
に
食
べ
、
そ

の
後
制
限
し
た
グ
ル
ー
プ
、
も
っ
と
も

長
生
き
だ
っ
た
グ
ル
ー
プ
は
、
最
初
の

寿
命
の
三
分
の
一
の
期
間
は
食
事
を
制

限
し
、
そ
の
後
自
由
に
食
べ
た
グ
ル
ー

プ
で
、
こ
の
結
果
は
ラ
ッ
ト
、
ハ
ム
ス

タ
ー
、
マ
ウ
ス
に
共
通
で
あ
っ
た
。

原
則
5
．
ス
ー
パ
ー
フ
ー
ド
を
併
用
し

て
、
食
養
法
が
長
く
続
く
よ
う
に
す
る
。

優�

：
に
ん
に
く
油
、
ノ
ニ
ジ
ュ
ー
ス
、

ア
ロ
エ
ベ
ラ

良�

：
マ
ル
ン
ガ
イ
、
イ
ン
タ
ー
ナ
チ
ュ

ラ
ル
、
コ
ー
ヒ
ー
、
ジ
ェ
イ
ソ
ン
ウ

イ
ン
タ
ー
ズ
テ
ィ
ー
、
梅
肉
エ
キ
ス

ス
ー
パ
ー
フ
ー
ド
と
は
?

栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ
、
一
般
的
な

食
品
よ
り
栄
養
価
が
高
い
食
品
で
あ
る
。

ま
た
は
、
あ
る
一
部
の
栄
養
・
健
康
成

分
が
突
出
し
て
多
く
含
ま
れ
る
食
品
で

あ
る
。
そ
し
て「
食
歴
」が
長
く
、
何
世

紀
に
も
わ
た
っ
て
人
々
の
健
康
に
寄
与

し
て
き
た
食
品
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、

人
体
に
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
、
あ
ら

ゆ
る
問
題
が
解
明
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

安
全
性
に
不
安
を
も
っ
て
食
す
る
こ
と

が
な
く
、
信
頼
が
お
け
る
も
の
、
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
ご
紹
介
す
る
ス
ー
パ
ー
フ

ー
ド
の
定
義
は
、
以
上
に
プ
ラ
ス
し
て
、

私
が
経
験
し
た
体
調
が
よ
く
な
る
の
を

●❼ ●



感
じ
る
―
例
え
ば
元
気
が
出
る
、
疲
れ

が
取
れ
る
―
の
と
、
周
囲
の
人
々
も
同

様
の
感
想
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
含
め

て
い
る
。
さ
ら
に
、
私
は
医
師
を
や
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
や
は
り
健
康
に
寄

与
す
る
と
い
う
の
み
な
ら
ず
、
患
者
さ

ん
が
訴
え
る
症
状
を
改
善
す
る
、
も
っ

と
言
え
ば
、
西
洋
医
療
と
の
併
用
で
い

い
の
で
す
が
、
治
療
成
績
の
改
善
に
役

立
つ
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
と

き
に
、
患
者
さ
ん
に
ス
ー
パ
ー
フ
ー
ド

と
し
て
、
病
気
に
な
っ
て
初
期
治
療
を

す
る
と
き
か
ら
摂
取
を
奨
め
て
い
る
。

さ
ら
に
も
う
一
つ
付
け
加
え
れ
ば
、
細

胞
や
動
物
実
験
、
臨
床
レ
ベ
ル
で
有
効

性
が
確
認
さ
れ
て
い
れ
ば
、
も
っ
と
確

信
を
も
っ
て
、
患
者
さ
ん
に
お
す
す
め

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

◎
ニ
ン
ニ
ク
油（
初
秋
）：
す
り
お
ろ
し

ニ
ン
ニ
ク
を
入
れ
た
オ
リ
ー
ブ
油
を
湯

せ
ん
（
50
度
）
で
温
め
、
数
時
間
後
に

こ
す
。

ア
ホ
エ
ン
を
含
む
ニ
ン
ニ
ク
油
は
、

保
存
性
に
優
れ
て
い
て
、
か
つ
取
り
扱

い
が
容
易
で
あ
る
。
そ
ん
な
ア
ホ
エ
ン

の
生
理
機
能
に
は
、
血
小
板
凝
集
抑
制

作
用
、
微
小
循
環
の
改
善
作
用
、
抗
菌

作
用
、
抗
腫
瘍
作
用
が
あ
る
。
覚
醒
下

手
術
前
、
手
術
後
、
放
射
線
化
学
療
法

の
と
き
に
服
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に

し
て
い
る
。

○
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
で
亡
く
な
っ
た

方
の
脳
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
ア
セ
チ
ル

コ
リ
ン
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
は
、

ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
エ
ス
テ
ラ
ー
ゼ
に
よ

っ
て
分
解
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
機
能

が
低
下
す
る
。
ニ
ン
ニ
ク
油
に
含
ま
れ

る
ア
ホ
エ
ン
は
、
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
エ

ス
テ
ラ
ー
ゼ
の
働
き
を
阻
害
す
る
効
果

が
あ
る
。
つ
ま
り
、
ニ
ン
ニ
ク
油
を
摂

取
す
る
こ
と
で
、
脳
の
中
で
情
報
の
伝

達
が
ス
ム
ー
ス
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
認
知
症
防
止
や
認
知
症
の
進
行
を

遅
ら
せ
る
の
に
効
果
が
あ
る
。

○
ニ
ン
ニ
ク
に
は
、
毛
細
血
管
の
血
流

や
微
小
な
血
液
循
環
を
良
く
す
る
作
用

が
あ
る
た
め
、
ニ
ン
ニ
ク
油
を
摂
取
す

る
こ
と
で
、
脳
の
神
経
活
動
が
活
発
化

し
、
記
憶
力
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
る
。

○
脳
卒
中
が
起
き
る
原
因
は
い
く
つ
か

考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
つ
と
し
て
生

体
内
に
生
成
す
る
過
酸
化
物
の
悪
影
響

が
挙
げ
ら
れ
る
。
ニ
ン
ニ
ク
油
に
は
過

酸
化
物
を
抑
制
す
る
力
が
あ
る
た
め
、

脳
卒
中
の
発
生
を
抑
え
ら
れ
る
の
だ
。

◎
ノ
ニ
ジ
ュ
ー
ス（
初
夏
、
初
秋
）

○
有
効
成
分
と
し
て
は
、
ビ
タ
ミ
ン
、

ミ
ネ
ラ
ル
、
酵
素
、
ア
ミ
ノ
酸
な
ど

一
四
〇
種
類
以
上
の
、
驚
く
ほ
ど
多
彩

な
栄
養
素
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
が「
奇

跡
の
フ
ル
ー
ツ
」と
言
わ
し
め
る
源
な
の

だ
。
ま
ず
、
ヒ
ト
の
体
内
で
は
合
成
さ

れ
な
い
必
須
ア
ミ
ノ
酸
が
9
種
類
あ
る

が
、
そ
の
う
ち
ノ
ニ
ジ
ュ
ー
ス
は
、
ト

リ
プ
ト
フ
ァ
ン
を
除
い
て
8
種
の
必
須

ア
ミ
ノ
酸
を
カ
バ
ー
す
る
。
し
か
も
そ

れ
ぞ
れ
の
含
有
量
が
豊
富
に
あ
る
。

○
ノ
ニ
ジ
ュ
ー
ス
に
含
ま
れ
る
イ
リ
ド

イ
ド
配
糖
体
は
、
抗
酸
化
作
用
が
高
く
、

活
性
酸
素
に
よ
る
細
胞
の
酸
化
、
す
な

わ
ち
老
化
を
防
ぐ
、
が
ん
細
胞
の
増
殖

を
抑
制
す
る
働
き
が
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
。

○
ノ
ニ
ジ
ュ
ー
ス
に
含
ま
れ
る
ス
コ
ポ

レ
チ
ン
に
、
血
管
の
若
返
り
作
用
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

○
ノ
ニ
ジ
ュ
ー
ス
に
は
中
鎖
脂
肪
酸
も

含
ま
れ
て
い
る
。
中
鎖
脂
肪
酸
は
、
鎖

の
長
さ
が
短
い
の
で
、
脂
肪
組
織
に
蓄

積
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
肝
臓
で
代
謝
し

や
す
い
形
に
分
解
さ
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
消
費
さ
れ
る
。

ノ
ニ
ジ
ュ
ー
ス
の
基
礎
実
験

1�

．
抗
が
ん
遺
伝
子
を
活
性
化
、
血
管

新
生
阻
害
、
選
択
的
な
が
ん
細
胞
増

殖
抑
制
、
抗
が
ん
剤
の
効
果
を
増
強

（
D
N
A
修
復
作
用
を
改
善
）

2�

．
ノ
ニ
ジ
ュ
ー
ス
の
有
効
成
分
の
一

部
（
イ
リ
ド
イ
ド
配
糖
体
）
が
抗
酸

化
作
用
を
も
っ
て
い
る
。

ノ
ニ
ジ
ュ
ー
ス
の
動
物
実
験

1�

．
マ
ウ
ス
に
お
い
て
、
ス
ト
レ
ス
や

（
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
原
因
に
関
わ

る
）
ア
ミ
ロ
イ
ド
ベ
ー
タ
に
よ
る
認

知
障
害
を
予
防
、
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン

や
血
流
を
増
や
し
て
、
記
憶
を
改
善

す
る
作
用
、
脳
梗
塞
に
よ
る
神
経
障

害
を
予
防
す
る
効
果
が
あ
る
。

2�

．
担
が
ん
マ
ウ
ス
に
対
す
る
抗
が
ん

作
用
が
あ
る
。

ノ
ニ
ジ
ュ
ー
ス
の
臨
床
デ
ー
タ

1�
．
Ａ
Ｇ
Ｅ
（A

dvanced Glycation 
End Products

：
終
末
糖
化
産
物
）

値
を
下
げ
る
。

2�
．
ア
レ
ル
ギ
ー
を
抑
え
つ
つ
、
免
疫

力
を
上
げ
る
。

3�
．
抗
炎
症
作
用
が
あ
る
。

4�
．
抗
酸
化
作
用
、
体
内
の
抗
酸
化
酵

素
の
増
加
作
用
が
あ
る
。

（
次
号
に
続
く
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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第
四
二
八
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

「
音
楽
を
楽
し
む
と
は
」～
音
響

工
学
者
と
し
て
、
そ
し
て
演
奏

家
と
し
て
～

　
　
　
　

講
師　

木
村　

陽
一 

氏

　
（�

元
松
下
電
器
産
業
㈱
音
響
研
究
所

エ
ン
ジ
ニ
ア
）

と
き　

：
平
成
30
年
5
月
19
日（
土
）

と
こ
ろ
：
大
阪
市
立 

阿
倍
野
市
民
学
習

セ
ン
タ
ー

◎
木
村
陽
一
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

早
稲
田
大
学
理
工
学
部
電
気
通
信
学

科
音
響
研
究
室
卒
業
。
在
学
時
、
早
大

ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
ジ
ャ
ズ
ク
ラ
ブ
を
創

設
。
ア
メ
リ
カ
パ
デ
ュ
ー
大
学
大
学
院

へ
留
学
、
電
気
工
学
修
士（
心
理
音
響

専
攻
）。
パ
デ
ュ
ー
大
在
学
時
は
パ
デ

ュ
ー
・
サ
ル
テ
ィ
ー
ド
ッ
グ
・
ジ
ャ
ズ

バ
ン
ド
に
所
属（
ド
ラ
ム
ス
を
担
当
）し

た
。
松
下
電
器
産
業
㈱（
現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
）
音
響
研
究
所
に
勤
務
。
在
勤
中
は

S
S
T（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館

永
久
保
存
）
な
ど
先
進
的
な
ス
ピ
ー
カ

ー
の
数
々
を
世
に
送
り
出
し
て
話
題
に
。

前
F
M 

C
O
C
O
L
O
放
送
常
務
取

締
役
。
現
在
、
公
益
財
団
法
人 

黒
川
古

文
化
研
究
所
理
事
長
。
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン

ズ
ラ
ス
カ
ル
ズ（
デ
ィ
キ
シ
ー
ラ
ン
ド

ジ
ャ
ズ
）
／ 

ヨ
ー
・
キ
ム
ラ
・
ト
リ
オ

で
は
ド
ラ
ム
ス
&
ボ
ー
カ
ル
を
担
当
。

米
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
市
名
誉
市
民
。

概
要音

楽
の
好
み
、
楽
し
み
方
は
人
そ
れ

ぞ
れ
で
す
が
、
こ
こ
で
は
、
私
が
62
年

間
演
奏
し
て
き
た
ジ
ャ
ズ
の
ル
ー
ツ（
ニ

ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
ジ
ャ
ズ
）と
オ
ー
デ
ィ
オ

エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
の
経
験
か
ら
得
た

「
私
の
音
楽
と
オ
ー
デ
ィ
オ
論
」の
よ
う

な
も
の
を
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

わ
た
し
の
父
、
木
村
六
郎
と
妹
の
の

り
子
は
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
と
深
い

つ
な
が
り
が
あ
り
ま
し
た
が
、
わ
た
し

は
直
接
的
な
か
か
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
研
究
集
会
で
、
音
響
工
学
者
、

あ
る
い
は
音
楽
演
奏
者
と
し
て
の
ど
ち

ら
か
一
方
の
み
で
は
会
得
で
き
な
か
っ

た
何
か
が
見
出
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
こ

の
辺
に
サ
イ
科
学
と
の
つ
な
が
り
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
お
察
し
い
た
だ
け

た
ら
大
変
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

一
人
の
人
間
の
、
ち
ょ
っ
と
他
人
と

は
違
っ
た
生
き
ざ
ま
の
事
例
と
し
て
、

お
気
軽
に
お
聴
き
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

当
日
の
参
加
者
は
会
員
13
名
、
非
会
員

3
名
計
16
名
で
し
た

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
二
九
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

霊
活
の
す
す
め

　
　
　
　

講
師　

徳
永　

康
夫 

氏

と
き　

：
平
成
30
年
6
月
16
日（
土
）

と
こ
ろ
：
大
阪
市
立 
阿
倍
野
市
民
学
習

セ
ン
タ
ー

◎
徳
永
康
夫
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
4
2
年
生
ま
れ
。
1
9
6
5
年

九
州
大
学
法
学
部
卒
業
後
、
三
菱
商
事

入
社
。
1
9
9
3
年
50
歳
で
退
社
。
経

営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
開
始
。
東
洋
医

学
、
各
種
民
間
療
法
、
ア
ー
ユ
ル
ベ
ー

ダ
、
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
等
並
び
に
、
天
文

学
、
宇
宙
考
古
学
、
特
殊
相
対
性
理
論
、

量
子
力
学
、
最
先
端
の
生
物
学
、
釈
迦

の
経
典
、
新
約
聖
書
･
旧
約
聖
書
の
研

究
、U
F
O
、超
常
現
象
･
水
･
波
動
・

気
･
輪
廻
転
生
な
ど
を
独
学
。

超
微
小
生
命
体
ソ
マ
チ
ッ
ド
に
着
目

し
、
2
0
0
5
年
日
本
ソ
マ
チ
ッ
ド

学
会
設
立
、
理
事
に
就
任
。
2
0
0
8

年
寺
川
國
秀
歯
科
医
師
等
と
ケ
ベ
ッ
ク

の
ガ
ス
ト
ン
・
ネ
サ
ン
氏
を
訪
ね
る
。

位
相
差
顕
微
鏡
に
よ
る
ソ
マ
チ
ッ
ド
の

研
究
を
進
め
な
が
ら
、
古
代
ソ
マ
チ
ッ

ド
が
入
っ
て
い
る
貝
化
石
を
主
原
料

と
し
た
健
康
補
助
食
品
の
製
造
販
売
。

（
株
）恒
常
代
表
取
締
役
。
N
P
O
統
合

医
療
臨
床
情
報
セ
ン
タ
ー
理
事
。「
介

護
・
寝
た
き
り
ゼ
ロ
推
進
運
動
」
顧
問
。

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
。

著
書
：「
命
の
不
思
議
探
検
」
た
ま
出

版　
「
宇
宙
か
ら
見
た
般
若
心
経
」新
日

本
文
芸
協
会

●❾ ●



講
演
内
容

霊
と
言
え
ば
、
大
抵
の
人
が
、
少
し

引
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
怪
し

い
宗
教
じ
ゃ
な
い
か
と
か
、
迷
信
で
は

な
い
の
か
な
ど
と
考
え
る
人
も
結
構
多

い
よ
う
で
す
。

な
の
に
、
お
葬
式
の
お
香
典
袋
に
は

「
ご
霊
前
」
と
書
か
れ
て
い
て
、
誰
も
不

思
議
に
思
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
し

か
も
、
弔
辞
で
は
、
殆
ど
が「
あ
ち
ら

（
あ
の
世
?
）で
ゆ
っ
く
り
お
休
み
く
だ

さ
い
」
と
い
う
の
が
、
決
ま
り
文
句
に

な
っ
て
い
ま
す
。
遺
体
は
火
葬
さ
れ
、

お
骨
だ
け
に
な
っ
て
、
お
墓
に
納
め
ら

れ
る
の
に
、
お
骨
が
あ
ち
ら
に
飛
ん
で

行
く
の
で
し
ょ
う
か
?　

昔
か
ら
言
い

伝
え
ら
れ
た
こ
と
に
は
、
迷
信
や
間
違

い
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
一
〇
〇
〇
年

も
二
〇
〇
〇
年
も
語
り
継
が
れ
て
い
る

こ
と
は
真
実
で
あ
る
こ
と
が
多
い
の
で

す
。「

あ
ち
ら
に
行
く
の
は
魂
じ
ゃ
な
い

の
?
」
と
い
う
ご
意
見
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
で
は
、
魂
と
は
一
体
何
で
し
ょ
う
。

霊
と
魂
は
同
じ
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

霊
も
魂
も
、
昔
か
ら
日
常
生
活
に
使
わ

れ
て
馴
染
ん
で
い
る
の
で
、
別
々
の
存

在
と
思
わ
れ
ま
す
。「
魂
を
込
め
て
」
と

言
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、「
霊
を
込
め

て
」
と
は
言
い
ま
せ
ん
ね
。
ま
た
、「
幽

霊
」
と
は
言
っ
て
も
、「
幽
魂
」
と
は
言

い
ま
せ
ん
ね
。
そ
し
て
、
昔
か
ら
、「
霊

魂
」
と
い
う
言
葉
も
あ
る
の
で
、
別
々

の
存
在
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
一
体
と
な

っ
て
存
在
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
、

理
に
適
っ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

つ
ま
り
、
あ
ち
ら
に
飛
ん
で
行
く
の

は
、「
霊
魂
」
を
指
し
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
ね
。
霊
と
魂
が
い
つ
も
一
緒
な

ら
、
取
り
あ
え
ず
こ
こ
で
は
、「
霊
」
と

言
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
は
、「
お
母
さ
ん

か
ら
オ
ギ
ャ
ー
と
言
っ
て
生
ま
れ
た
時

が
、
人
生
の
始
ま
り
、
死
ん
だ
と
き
が

人
生
の
終
わ
り
」
だ
と
、
親
や
社
会
か

ら
教
わ
り
ま
し
た
。
で
は
、
死
ん
だ
と

き
、
あ
ち
ら
に
行
く
と
言
わ
れ
て
い
る

「
霊
」
は
、
私
た
ち
の
肉
体
の
中
に「
い

つ
」、「
ど
こ
か
ら
」来
て
、
入
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

こ
の
謎
解
き
を
、
拙
著
「
霊
活
の
す

す
め
」で
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

「
霊
活
」
は
私
の
造
語
で
す
が
、
そ
の

意
味
は
、「
霊
の
存
在
を
正
し
く
理
解
し

て
、
日
常
の
出
来
事
を
、
肉
体
の
側
か

ら
だ
け
で
な
く
、
霊
の
立
場
か
ら
も
判

断
し
、
前
向
き
に
考
え
、
行
動
し
て
い

く
こ
と
に
よ
っ
て
、
幸
せ
を
感
じ
る
人

生
を
実
現
す
る
た
め
の
活
動
」で
す
。

　

ご
存
知
か
と
思
い
ま
す
が
、「
天
動

説
」
と「
地
動
説
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
。「
天
動
説
」
と
は「
地
球
が
宇
宙

の
中
心
で
、
太
陽
が
地
球
の
周
り
を
回

っ
て
い
る
と
い
う
考
え
方
」で
、
ほ
ん
の

五
〇
〇
年
前
ま
で
は
全
人
類
が
そ
う
信

じ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
コ
ペ
ル
ニ

ク
ス
が
現
れ
て
、「
地
球
が
太
陽
の
周
り

を
回
っ
て
い
る
と
言
う
、
い
わ
ゆ
る
地

動
説
」
を
唱
え
ま
し
た
。
今
で
は
、
誰

で
も
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
が
正
し
い
こ
と
を

知
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
歴
史
的
事
件

を
、
哲
学
者
の
カ
ン
ト
が「
コ
ペ
ル
ニ
ク

ス
的
転
回
」
と
名
付
け
ま
し
た
。
そ
れ

以
来
、
も
の
ご
と
を
1
8
0
度
違
う
視

点
で
見
る
こ
と
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

本
日
は
、
皆
さ
ん
に
、
こ
の
「
コ
ペ

ル
ニ
ク
ス
的
転
回
」
を
し
て
頂
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
が
、「
人

間
」
と
「
そ
の
住
む
世
界
」
に
対
す
る

今
ま
で
の
視
点
を
、
1
8
0
度
変
え
て

下
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
霊
活
の
す
す
め
」
の
25
頁
に
載
せ

ま
し
た
、
こ
の
宇
宙
図
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
地
球
が
属
し
て
い
る
島
宇
宙
は
銀

河
系
宇
宙
と
呼
ば
れ
、
端
か
ら
端
ま
で

の
距
離
は
、
光
で
も
10
万
年
か
か
る
と

い
う
広
大
な
も
の
で
す
。
こ
の
中
に

は
、
太
陽
と
同
じ
恒
星
が
二
〇
〇
〇
億

個
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
恒
星
が
、
地
球
の
よ
う
な
惑
星
を

平
均
10
個
ほ
ど
引
き
連
れ
て
い
ま
す
の

で
、
こ
の
島
宇
宙
に
は
、
二
兆
個
の
惑

星
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

地
球
は
そ
の
一
つ
と
い
う
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
島
宇
宙
は
、
全

宇
宙
で
は
二
兆
個
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
何
と
も
、
目
が
回
る
ほ
ど
の
広

さ
で
す
ね
。

こ
の
よ
う
な
広
大
な
宇
宙
の
視
点
を

持
つ
と
、
地
球
だ
け
が
唯
一
の
特
別
な

惑
星
と
は
言
え
な
い
し
、
地
球
と
同
じ

よ
う
な
惑
星
は
い
く
つ
あ
っ
て
も
お
か

し
く
な
い
で
す
ね
。
と
い
う
こ
と
は
、

そ
れ
ら
の
星
々
に
住
む
住
人
も
そ
れ
ぞ

れ
い
て
、
そ
の
中
で
、
地
球
よ
り
科
学

が
何
万
年
も
進
ん
で
い
る
住
民
が
、
宇

宙
船
（
U
F
O
）
を
作
っ
て
宇
宙
中
を

飛
び
回
っ
て
い
て
も
、
何
の
不
思
議

も
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
も
そ

も
「
宇
宙
人
は
い
る
の
だ
ろ
う
か
」
と

い
う
発
想
自
体
が
、
地
球
視
点
の
天
動

説
な
の
で
す
ね
。
地
球
の
住
民
は
宇
宙

人
の
一
種
族
で
あ
り
、「
地
球
星
人
」

と
認
識
す
る
こ
と
が
地
動
説
で
あ
り
、

「
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
」で
す
ね
。

以
上
は
、
目
に
見
え
る
宇
宙
で
す
が
、

さ
ら
に
、
こ
の「
見
え
る
宇
宙
」に
重
な

っ
て
い
る
、「
目
に
見
え
な
い
宇
宙
」
が

● �●



あ
る
の
で
す
。
つ
ま
り
、「
宇
宙
は
二
重

構
造
」な
の
で
す
。

こ
の
二
つ
の
宇
宙
に
、
同
時
に
存
在

し
て
い
る
の
が
、
私
た
ち
人
間
な
の
で

す
。
目
に
見
え
る
「
肉
体
」
は
、「
見
え

る
宇
宙
」に
存
在
し
て
い
ま
す
が
、「
霊

魂
」
は
、「
見
え
な
い
宇
宙
」
に
も
属
し

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
「
人
間
も
二
重
構

造
」
な
の
で
す
。
こ
の
「
肉
体
」
と
「
霊

魂
」
と
「
見
え
る
世
界
」
と
「
見
え
な
い

世
界
」
の
ワ
ク
ワ
ク
す
る
関
係
を
イ
メ

ー
ジ
図
に
し
て
、「
霊
活
の
す
す
め
」

の
45
頁
に
載
せ
ま
し
た
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

私
は
い
つ
も
こ
の
よ
う
な
視
点
で
、

地
球
や
人
間
を
見
る
よ
う
に
心
が
け
て

い
ま
す
。

多
く
の
日
本
人
は
、
人
間
に
は
霊
が

宿
っ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
と
に

か
く
、
目
に
見
え
る
肉
体
を
人
間
の
正

体
だ
と
考
え
、
死
ん
だ
ら
終
わ
り
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

「
霊
活
の
す
す
め
」
で
は
、「
人
間
の

正
体
は
霊
で
あ
り
、
不
死
の
存
在
で
あ

る
」
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
こ
の
事
実

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
「
肉
体
を
車
に
た
と
え
る
と
、
霊

は
そ
の
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
で
あ
る
」
と

表
現
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
霊
は
、

普
段
は
、
見
え
な
い
世
界
に
住
ん
で
い

て
、
時
々
、
見
え
る
世
界
に
降
り
て
き

て
、
車
（
肉
体
）
に
乗
っ
て
運
転
を
始

め
、
50
年
か
1
0
0
年
経
っ
て
車
が

動
か
な
く
な
っ
た
ら
、
車
か
ら
降
り

て
、
見
え
な
い
世
界
に
戻
る
と
い
う
こ

と
な
の
で
す
。
霊
は
見
え
な
い
世
界

で
、「
霊
魂
ラ
イ
フ
」
を
送
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

一
言
で
言
う
と
、「
初
め
に
霊
あ
り

き
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な

見
方
（
視
点
）
が
、「
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的

転
回
」な
の
で
す
。

俄
か
に
は
信
じ
ら
れ
な
い
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
霊
は
科
学
的
存
在
な
の
で

す
。
地
球
の
科
学
は
遅
れ
て
い
て
、
見

え
る
世
界
だ
け
を
対
象
に
し
て
い
る
の

で
、
見
え
な
い
世
界
は
お
手
上
げ
状
態

で
、
私
た
ち
に
示
せ
る
答
え
を
持
っ
て

い
な
い
の
で
す
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、「
人
間
の
正
体

が
霊
」
で
あ
れ
ば
、「
幽
体
（
霊
体
）
離

脱
現
象
」
も
「
輪
廻
転
生
」
も
無
理
な

く
納
得
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
死
ぬ
こ

と
も
怖
く
な
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
ど
こ

ろ
か
、
む
し
ろ
死
後
の「
霊
魂
ラ
イ
フ
」

も
楽
し
み
に
な
る
の
で
す
。

「
霊
活
」
を
進
め
る
に
は
、
私
た
ち

の
正
体
が
霊
で
あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り

認
識
し
、
そ
の
上
で
、
呼
吸
法
と
瞑
想

が
役
立
ち
ま
す
。
本
書
で
紹
介
し
て
い

る
塩
谷
信
男
医
師
が
自
身
で
そ
の
効
果

を
証
明
さ
れ
た
「
正
心
・
調
息
法
」
を

私
は
採
用
し
て
い
ま
す
。

　

釈
迦
も
菩
提
樹
の
下
で
七
日
間
瞑
想

（
禅
定
）を
し
て
、
悟
っ
た
と
言
い
ま
す
。

何
を
悟
っ
た
か
と
言
う
と
、「
生
老
病
死

（
な
ぜ
生
ま
れ
る
の
か
、
な
ぜ
老
い
る
の

か
、
な
ぜ
病
気
に
な
る
の
か
、
な
ぜ
死

ぬ
の
か
）」
の
意
味
を
知
っ
た
の
で
す
。

「
霊
活
の
す
す
め
」で
そ
の
意
味
を
解
き

明
か
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
詳
し
い
こ
と
に
興
味
が
あ
る

方
は
、
拙
著
「
宇
宙
か
ら
見
た
般
若
心

経
」
と
「
命
の
不
思
議
探
検
」
で
、
広

く
深
く
掘
り
下
げ
て
解
説
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
、「
霊
活
の
す
す
め
」
で
は
、

動
物
と
人
間
が
違
う
こ
と
の
根
拠
を
、

人
に
は
、「
心
」
に
「
体
心
」
と
「
霊
心
」

の
二
種
類
あ
る
こ
と
に
置
く
と
い
う
新

し
い
見
解
を
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
神

は
い
る
の
か
、
い
な
い
の
か
に
つ
い
て

や
、
神
と
仏
は
ど
ち
ら
が
上
な
の
か
な

ど
、
誰
も
が
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
も
、
触
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

当
日
の
参
加
者
は
会
員
15
名
、
非
会
員

17
名
、
新
規
1
名
、
計
33
名
で
し
た

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
三
〇
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

坂
井
洋
一
の
ワ
ク
ワ
ク
超
古
代

史
セ
ミ
ナ
ー

―
統
一
日
本
誕
生
前
夜
、
古
墳
時
代

の
真
実
に
迫
る
! 

教
科
書
か
ら
消

え
つ
つ
あ
る
聖
徳
太
子
の
意
外
な
素

顔
と
は
―
?

　
　
　
　

講
師　

坂
井　

洋
一 

氏

と
き　

：
平
成
30
年
7
月
21
日（
土
）

と
こ
ろ
：
大
阪
市
立 

阿
倍
野
市
民
学
習

セ
ン
タ
ー
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◎
坂
井
洋
一
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
28
年
茨
城
県
日
立
市
生
ま
れ
。

慶
応
大
学
経
済
学
部
卒
業
後
、
松
竹
や

ギ
ャ
ガ
な
ど
大
手
映
画
会
社
で
勤
務
。

映
画
製
作
や
買
い
付
け
で
活
躍
す
る
か

た
わ
ら
、
作
詞
作
曲
家
と
し
て
も
、
日

本
を
代
表
す
る
ヒ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
小
田

裕
一
郎
氏
に
師
事
し
、
数
多
く
の
歌
手

に
作
品
を
提
供
。
近
年
は
日
本
の
隠
さ

れ
た
古
代
史
に
興
味
を
も
ち
、
歴
史
言

語
学
の
観
点
か
ら
日
本
の
始
ま
り
は
世

界
最
古
の
シ
ュ
メ
ー
ル
文
明
に
遡
る
と

提
唱
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
古
来
の

和
歌
や
祝
詞
に
メ
ロ
デ
ィ
を
つ
け
、
コ

ト
ダ
マ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
と
い
う
日
本
発

の
音
楽
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
世
界
発
信
を

目
指
し
て
い
る
。
著
書
に「
日
本
の
始

ま
り
は
シ
ュ
メ
ー
ル
」
定
価（
1
8
1
5

円
+
税
）、「
坂
井
洋
一
の
ワ
ク
ワ
ク
超

古
代
史
セ
ミ
ナ
ー
」（
1
8
1
5
円
+

税
）
い
ず
れ
も
ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
、
が
あ

る
。

講
演
内
容

昭
和
41
年
に
愛
媛
県
の
宇
和
島
市
の

小
笠
原
家
の
屋
根
裏
か
ら
み
つ
か
っ
た

古
伝
「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」
に
は
天
皇
即

位
式
で
の
大
嘗
祭
の
記
事
が
多
々
見
受

け
ら
れ
る
。

大
嘗
祭
と
は
、
皇
居
に
新
た
に
悠
紀

殿
、
主
基
殿
と
い
う
二
つ
の
神
殿
を
作

り
、
皇
居
よ
り
み
て
東
西
の
指
定
さ
れ

た
斎
田
か
ら
と
れ
た
お
米
を
納
入
。
新

天
皇
は
そ
れ
ぞ
れ
の
神
殿
に
行
き
、
皇

祖
に
感
謝
し
な
が
ら
そ
の
お
米
を
い
た

だ
く
と
い
う
儀
式
。

こ
の
一
点
を
み
て
も
天
皇
家
と
水
田

稲
作
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
の
が
わ

か
る
。

古
伝「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」
は
一
万
行

11
万
字
で
か
か
れ
た
縄
文
末
期
か
ら
弥

生
時
代
に
か
け
て
の
ヤ
マ
ト
の
国
を
描

い
た
叙
事
詩
だ
が
、
何
が
書
か
れ
て
い

る
か
は
一
言
で
言
え
る
。
す
な
わ
ち「
水

田
稲
作
を
日
本
列
島
に
ひ
ろ
め
た
リ
ー

ダ
ー
た
ち
の
物
語
」で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
子
孫
が
歴
代
の
天
皇
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
記
紀
は
8
世
紀
の

朝
廷
の
政
治
的
思
惑
を
多
分
に
加
味
し

た
啓
蒙
書
だ
が
、
そ
の
元
ネ
タ
と
い
も

言
え
る「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」に
は
そ
う
し

た
意
図
が
な
い
分
、
真
実
の
歴
史
に
迫

っ
て
い
る
と
い
え
る
。
水
田
稲
作
と
な

ら
ん
で
、「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」
が
後
世
に

伝
え
て
い
る
の
は
、
ウ
タ
の
チ
カ
ラ
だ
。

5
、
7
、
5
、
7
、
7
の
31
文
字
か
ら

な
る
ウ
タ（
和
歌
）に
は
状
況
を
変
え
る

力
が
あ
る
と
い
う
。「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」

の
第
一
章（
1
ア
ヤ
）に
は
ウ
タ
の
チ
カ

ラ
の
具
体
例
が
い
く
つ
か
載
っ
て
い
る
。

イ
ザ
ナ
ギ
、
イ
ザ
ナ
ミ
と
い
う
ヤ
マ
ト

ク
ニ
の
七
代
目
の
リ
ー
ダ
ー
が
、
民
の

言
葉
が
乱
れ
て
き
た
の
で
、
そ
れ
を
た

だ
す
た
め
に
作
っ
た
ウ
タ
が「
ア
ワ
の

歌
」。
あ
い
う
え
お
48
文
字
だ
け
で
で
き

て
い
る
長
歌
体
の
歌
。
言
葉
を
覚
え
る

た
め
の
唱
歌
だ
が
、
こ
の
歌
を
歌
う
と

血
の
め
ぐ
り
が
よ
く
な
っ
て
健
康
に
な

る
と
い
う
。

稲
に
つ
い
た
害
虫
を
祓
う
た
め
の
歌

は
一
文
字
ふ
や
し
て
32
文
字
。
み
ご
と

に
虫
が
去
っ
て
い
く
。
さ
ら
に
状
況
を

一
変
す
る
チ
カ
ラ
を
も
つ
ウ
タ
は
回
り

歌
。
す
な
わ
ち
頭
か
ら
よ
ん
で
も
う
し

ろ
か
ら
よ
ん
で
も
同
じ
ウ
タ
。
造
船
の

担
当
で
も
あ
る
住
吉
さ
ん
は
ウ
タ
の
名

手
で
も
あ
っ
た
。
あ
る
と
き
八
代
目
の

ヤ
マ
ト
ク
ニ
の
リ
ー
ダ
ー
ア
マ
テ
ル
を

乗
せ
た
船
が
大
阪
湾
を
四
国
阿
波
の
国

に
わ
た
る
と
き
に
嵐
に
巻
き
込
ま
れ
船

が
転
覆
し
そ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
と
き

と
っ
さ
に
住
吉
さ
ん
が
歌
っ
た
回
り
歌

に
よ
っ
て
風
や
波
が
収
ま
り
無
事
に
船

が
阿
波
の
国
に
つ
い
た
と
い
う
。
す
な

わ
ち
弥
生
時
代
の
ヤ
マ
ト
ク
ニ
の
リ
ー

ダ
ー
た
ち
は
な
ん
と
ウ
タ
で
気
象
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
て
い
た
と
い
う
。

「�

な
が
き
よ
の　

と
お
の
ね
ふ
り
の　

み
な
め
さ
め　

な
み
の
り
ふ
ね
の　

お
と
の
よ
き
か
な
」

こ
の
ウ
タ
は
文
献
と
し
て
は「
ホ
ツ
マ

ツ
タ
エ
」に
し
か
載
っ
て
い
な
い
が
、
み

な
が
知
っ
て
い
る
宝
船
の
絵
に
か
な
ら

ず
セ
ッ
ト
で
載
っ
て
い
る
。
民
間
の
伝

承
は
あ
な
ど
れ
な
い
。

す
ば
ら
し
い
「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」
だ

が
、
難
点
は
あ
る
。
す
べ
て
日
本
列
島

か
ら
は
じ
ま
っ
た
と
し
て
い
る
点
だ
。

稲
作
も
天
皇
家
の
出
自
も
、、、。

2
年
前
に
出
版
し
た
坂
井
の
「
日
本

の
始
ま
り
は
シ
ュ
メ
ー
ル
」
で
述
べ
た

よ
う
に
日
本
語
の
約
50
%
は
シ
ュ
メ

ー
ル
語
で
で
き
て
お
り
、
縄
文
時
代
か

ら
す
で
に
シ
ュ
メ
ー
ル
や
エ
ジ
プ
ト
や

バ
ビ
ロ
ニ
ア
系
の
人
た
ち
の
日
本
列
島

へ
の
移
民
が
は
じ
ま
っ
て
い
た
。
す
な

わ
ち
、
日
本
人
は
そ
も
そ
も
の
は
じ
ま

り
か
ら
国
際
色
豊
か
な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

な
の
だ
。

天
皇
に
な
ら
れ
た
方
た
ち
も
例
外
で

は
な
く
、
み
な
海
を
わ
た
っ
て
や
っ
て

き
て
ヤ
マ
ト
ク
ニ
で
王
に
な
ら
れ
た
。

天
皇
家
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
は
満
州

あ
た
り
に
あ
っ
た
扶
余
国
、
そ
こ
か
ら

分
か
れ
た
高
句
麗
、
さ
ら
に
そ
の
末
裔

で
あ
る
百
済
か
ら
き
て
い
る
。
記
紀
に

の
っ
て
い
る
古
代
の
「
天
皇
」
は
お
お

む
ね
高
句
麗
系
か
百
済
系
で
あ
る
。

た
だ
、
な
か
に
は「
天
皇
」
だ
っ
た
の

に
、
天
皇
に
は
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
に
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記
紀
に
書
か
れ
た
超
有
名
人
が
い
る
。

そ
れ
が
聖
徳
太
子
だ
。
蘇
我
馬
子
が
実

力
派
の
大
臣
で
蘇
我
系
の
女
帝
推
古
が

天
皇
で
、
聖
徳
太
子
は
摂
政
だ
っ
た
と

記
紀
に
は
書
か
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も

縄
文
人
か
ら
し
て
す
べ
て
渡
来
系（
北

方
系
と
南
方
系
）
だ
っ
た
の
で
、
蘇
我

氏
も
調
べ
て
み
る
と
百
済
出
身
の
政
治

家
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

馬
子
の
時
代
の
世
界
情
勢
が
ど
う
で

あ
っ
た
か
。
そ
れ
を
み
て
い
く
と
聖
徳

太
子
と
呼
ば
れ
た
方
が
ど
こ
か
ら
や
っ

て
き
た
か
を
ト
レ
ー
ス
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
西
暦
6
0
0
年
前
後
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
は
東
ロ
ー
マ
帝
国
が
健
在
で
、

そ
の
隣
に
は
サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ
ャ
が
あ

り
、
東
ア
ジ
ア
で
は
隋
帝
国
が
勃
興
。

朝
鮮
半
島
に
は
高
句
麗
、
百
済
、
新
羅

が
あ
っ
た
。

東
西
の
大
国
に
は
さ
ま
れ
た
広
大
な

中
央
ア
ジ
ア
は
ど
う
だ
っ
た
か
?　

そ

こ
に
は
中
国
の
混
乱
の
五
胡
十
六
国
時

代
に
急
激
に
大
国
と
な
っ
た
騎
馬
民
族

の
国
突
厥
が
あ
っ
た
。
内
紛
に
よ
り
東

西
に
分
裂
し
た
が
西
突
厥
の
可
汗（
王
）

だ
っ
た
タ
ル
ド
ウ
は
東
ロ
ー
マ
の
皇
帝

と
も
対
等
に
渡
り
合
い
、
サ
サ
ン
朝
ペ

ル
シ
ャ
に
は
内
政
に
干
渉
し
て
王
の
任

命
権
ま
で
も
っ
て
い
た
。

そ
ん
な
タ
ル
ド
ウ
の
野
望
は
盟
友
で

あ
る
高
句
麗
と
組
ん
で
隋
を
挟
み
撃
ち

に
し
て
滅
ぼ
し
、
全
ア
ジ
ア
の
盟
主
に

な
る
こ
と
。
し
か
し
な
が
ら
5
9
9
年

の
隋
と
の
闘
い
に
敗
れ
た
タ
ル
ド
ウ
は

高
句
麗
に
逃
げ
そ
こ
か
ら
兄
弟
国
の
百

済
に
入
り
半
年
ほ
ど「
法
王
」と
歴
史
に

名
を
残
す
王
と
な
り
、
そ
こ
か
ら
北
九

州
に
6
0
0
年
に
上
陸
。
そ
こ
を
ま
ず

制
圧
し
て
瀬
戸
内
海
の
明
石
に
上
陸
。

明
石
に
は
今
で
も
聖
徳
太
子
上
陸
伝

説
が
残
る
。
そ
こ
で
斑
鳩
寺
を
つ
く
っ

て
本
拠
地
と
し
て
、
奈
良
で
ヤ
マ
ト
の

国
を
実
質
支
配
し
て
い
た
蘇
我
馬
子
と

「
倭
王
」に
な
る
た
め
の
交
渉
に
入
っ
た
。

馬
子
の
条
件
は
ひ
と
つ
。
タ
ル
ド
ウ（
聖

徳
太
子
）
が
隋
か
ら
お
墨
付
き
を
も
ら

う
こ
と
。

馬
子
は
国
際
紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
る

の
を
き
ら
う
内
政
中
心
の
政
治
家
。
隋

と
友
好
関
係
を
築
け
る
な
ら
と
タ
ル
ド

ウ
こ
と
聖
徳
太
子
の
倭
王
就
任
を
飲
ん

だ
。
こ
の
時
の
隋
王
煬
帝
と
し
て
は
、

も
し
倭
国
に
入
り
こ
ん
だ
タ
ル
ド
ウ
が

高
句
麗
と
組
ん
で
隋
に
戦
い
を
挑
ん
で

く
る
と
劣
勢
に
陥
る
恐
れ
を
感
じ
た
煬

帝
は
自
分
の
不
倶
戴
天
の
敵
で
あ
る
こ

と
を
承
知
の
上
で
タ
ル
ド
ウ
の
倭
王
就

任
を
認
め
た
。
記
紀
の
時
代
で
い
う
と

ま
さ
に
推
古
天
皇
の
時
代
。
つ
ま
り
推

古
は
天
皇
で
は
な
く
、
そ
の
と
き
の
天

皇
は
摂
政
扱
い
と
な
っ
て
い
る
聖
徳
太

子
だ
っ
た
。
そ
の
明
白
な
証
拠
が
2
つ

あ
る
。

一
つ
は
聖
徳
太
子
の
同
時
代
の
こ
ろ

の
呼
び
名
が
法
王
大
王
で
あ
る
こ
と

（
伊
予
国
風
土
記
や
上
宮
聖
徳
法
王
帝

説
）。
も
う
一
つ
は
6
0
7
年
に
小
野
妹

子
を
隋
に
遣
わ
し
た
と
き
の
文
書
。「
日

出
る
と
こ
ろ
の
天
子
、
日
没
す
る
と
こ

ろ
に
天
子
の
書
を
い
た
す
、
つ
つ
が
な

き
や
」
聖
徳
太
子
が
皇
太
子
だ
っ
た
と

し
た
ら
こ
ん
な
文
書
を
出
せ
る
わ
け
が

な
い
。
西
突
厥
の
可
汗
と
し
て
東
ロ
ー

マ
皇
帝
や
サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ
ャ
王
と
対

等
に
渡
り
合
っ
て
い
た
タ
ル
ド
ウ
だ
か

ら
こ
そ
言
え
る
文
句
な
の
だ
。
証
拠
は

ま
だ
あ
る
。

中
国
の
正
史
の
な
か
で
、
6
0
8
年

小
野
小
町
に
随
行
し
て
や
っ
て
き
た
隋

の
遣
使
裴
世
清
が
謁
見
し
た
の
は
女
帝

推
古
で
は
な
く
、
ア
メ
タ
リ
シ
ヒ
コ
と

い
う
男
王
だ
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。

タ
リ
シ
ヒ
コ
の
タ
リ
は
西
突
厥
可
汗
タ

ル
ド
ウ
の
タ
ル
が
入
っ
て
い
る
。
ま
た
、

法
隆
寺
に
残
っ
て
い
る
。

聖
徳
太
子
像
の
冠
の
デ
ザ
イ
ン
が
サ

サ
ン
朝
ペ
ル
シ
ャ
の
盟
友
ホ
ス
ロ
ー
2

世
の
冠
と
同
じ
。

ま
た
、
聖
徳
太
子
と
い
え
ば
、
明

石
に
せ
よ
奈
良
に
せ
よ
、
本
拠
地
の
名

前
が
斑
鳩
で
あ
る
が
、
斑
鳩
と
は
、
ま

だ
ら
の
鳩
の
意
味
。
ま
だ
ら
の
動
物
は

西
突
厥
で
は
神
聖
と
さ
れ
、
と
く
に
ま

だ
ら
の
鳩
は
サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ
ャ
の
最

高
女
神
ア
ナ
ヒ
ー
タ
ー
の
守
り
鳥
な
の

だ
。で
は
、な
ぜ
、聖
徳
太
子
は「
天
皇
」

で
あ
っ
た
歴
史
を
消
さ
れ
た
の
か
？

そ
れ
は
天
智
か
ら
今
に
続
く
元
天
皇
家

が
百
済
系
だ
か
ら
だ
。
先
述
し
た
よ
う

に
、
天
皇
家
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
は

扶
余
、
高
句
麗
、
百
済
の
ラ
イ
ン
。
た

と
え
タ
ル
ド
ウ
の
よ
う
に
高
句
麗
や
百

済
と
親
交
を
結
ん
で
い
た
に
せ
よ
、
メ

イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
で
は
な
く
、
な
お
か

つ
、
そ
の
の
ち
、
隋
が
滅
び
て
唐
が
勃

興
し
た
段
階
で
、
タ
ル
ド
ウ
は
倭
国
で

の
「
お
墨
付
き
」
の
立
場
を
失
い
失
脚

し
た
こ
と
に
も
よ
る
。
歴
史
は
つ
ね
に

●� ●



勝
者
が
書
き
換
え
る
も
の
な
の
だ
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

当
日
の
参
加
者
は
会
員
10
名
、
非
会
員

10
名
、
合
計
20
名
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

六
月
通
常
総
会
報
告

日
本
サ
イ
科
学
会　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

会
長　

浪
平　

博
人

◎
平
成
29
年
度
本
部
事
業
報
告

1
．
会
員
の
現
状

（
平
成
30
年
5
月
末　

現
在
）

　
　

名
誉
会
員　
　
　
　

1
名　
　
　

　
　

維
持
会
員　
　
　
　

3
名　
　
　

　
　

正
会
員　
　
　

1
5
9
名　
　
　

　
　

学
生
会
員　
　
　

2
1
名　
　
　

　
　

準
会
員　
　
　
　

5
6
名　
　
　

　
　

合
計　
　
　
　

2
4
0
名　
　
　

2
．
講
演
会
、
研
究
集
会

本
部
は
10
月
の「
第
26
回
全
国
大
会
」

を
含
み
、
計
13
回
の
例
会
・
分
科
会
を

開
催
し
た
。

◎
本
部
例
会
・
大
会（
敬
称
略
）

平
成
29
年

4�

月
15
日
（
土
）
池
川 

明「
子
供
達
の

出
産
前
の
記
憶
が
教
え
て
く
れ
る
こ

と
」　

南
山
み
ど
り「
子
供
サ
ミ
ッ

ト
」生
ま
れ
る
前
の
記
憶
を
持
っ
て
い

る
子
供
た
ち
と
、
た
い
わ
士
の
南
山

み
ど
り
さ
ん
の
た
い
け
ん
ト
ー
ク
会

6�

月
18
日
（
日
）
大
高
ゆ
う
こ
「
自
分

も
知
ら
な
い
自
分
と
出
会
う　

―
夢

の
チ
カ
ラ
」　

小
林 

敦
「
人
類
の
存

亡
を
分
け
る
も
の
」

7�
月
8
日
（
土
）
不
思
議
体
験
談
、
写

真
映
像
発
表
・
討
論
会

9�

月
9
日
（
土
）
石
川
允
朗
「
健
康
で

長
生
き
す
る
こ
と
を
科
学
的
と
心
霊

的
、
そ
し
て
S
W
Ⅱ
に
つ
い
て
の
実

演
」

10�

月
15
日
（
日
）
第
26
回
全
国
大
会　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
：
A
I
を

乗
り
越
え
る
の
は
?　

A
I
［
人
工

知
能
］ 

vs 

P
S
I［
サ
イ
能
力
］

12�

月
9
日
（
土
）
忘
年
会
も
兼
ね
た
会

員
の
体
験
意
見
発
表
と
討
論
の
会

平
成
30
年

2�

月
10
日
（
土
）
篠
浦
伸
禎
「
覚
醒
下

手
術
か
ら
始
ま
る
統
合
医
療
」

◎
分
科
会

●
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

　
　
　
（
世
話
役　

阿
久
津　

淳
）

2
0
1
7
年

7�

月
30
日
（
日
）
第
31
回　
「
第
11
回

U
F
O
・
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

12�

月
3
日
（
日
）
第
32
回　
「
第
5
回

異
能
科
学
会
議
」

2
0
1
8
年

3�

月
31
日
（
土
）
第
33
回　
「
第
10
回

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

●
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科
会

　
　
　
（
世
話
役　

小
林　

信
正
）

2
0
1
7
年

11�

月
5
日
（
日
）
第
6
回　

ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
ル
研
究
分
科
会

●�

占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研
究
分
科

会　
（
世
話
役　

瀬
尾　

泰
範
）

2
0
1
8
年

1�

月
7
日
（
日
）
第
1
回　

占
星
学
と

運
命
創
造
学
の
研
究
分
科
会

3�

月
17
日
（
土
）
第
2
回　

占
星
学
と

運
命
創
造
学
の
研
究
分
科
会

3�
．
通
常
総
会　

平
成
29
年
6
月
18
日

（
日
）北
と
ぴ
あ
第
一
研
修
室
で
開
催

4
．
全
国
理
事
会
・
評
議
員
会

　

平
成
29
年
6
月
18
日（
日
）

　

北
と
ぴ
あ
第
一
研
修
室
で
開
催

5�

．
本
部
理
事
会
（
第
2
0
6
回
～
第

2
1
0
回
）を
4
月
、
7
月
、
9
月
、

12
月
、
2
月
と
5
回
開
催
し
た
。

6�

．
出
版
物　
「
サ
イ
科
学
」
第
39
巻

第
1
号
を
発
行
し
た
。

　

�

「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
第
4
3
3
号
か

ら
第
4
3
8
号
ま
で
を
発
行
し
た
。

◎
平
成
30
年
度
本
部
事
業
計
画

・�

10
月
8
日
（
祝
）
に
第
27
回
全
国
大

会
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
水
と

健
康
」）を
開
催
す
る
。

・�

定
例
会
を
6
回（
4
、
6
、
7
、
9
、

12
、
2
月
）開
催
す
る
。

・�

宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
を
3
回（
7
、

12
、
3
月
）開
催
す
る
。

・�

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科
会
を
2

回（
5
、
11
月
）開
催
す
る
。

・�

占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研
究
分
科

会
を
3
回
（
8
、
1
、
3
月
）
開
催

す
る
。

・�

本
部
理
事
会
、
全
国
理
事
会
評
議
員

会
を
開
催
す
る
。

・�

サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
6
回
発
行
す
る
。

・�

論
文
集「
サ
イ
科
学
」を
発
行
す
る
。

・
公
式
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
。

・�「
心
を
科
学
す
る
博
物
館　

サ
イ
科
学

● �●



遺
産
」の
資
料
を
整
備
す
る
。

・
そ
の
他

○
活
動
方
針
と
し
て

・�

刊
行
物
に
種
々
の
分
野
の
解
説
・
応

用
や
新
鮮
な
情
報
を
増
や
す
。

・�

会
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
例
会
等

で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、
活
用
す
る
。

・�

謎
、
不
可
思
議
と
思
え
る
ミ
ス
テ
リ

ー
写
真
や
映
像
な
ど
を
募
集
し
、
展

示
発
表
す
る
。

・�

体
験
型
や
セ
ミ
ナ
ー
（
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
型
）の
例
会
を
開
催
す
る
。

・�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
公
式
サ
イ
ト
や

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
活
用
す
る
。

・�

雑
誌
等
の
告
知
欄
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
に
行
事
の
予
告
を
載
せ
て
い
く
。

・�

地
方
日
本
サ
イ
科
学
会
と
の
連
携
を

深
め
る
。

・
地
方
か
ら
も
講
師
を
招
く
。

・�

理
事
や
若
手
の
幹
事
（
理
事
候
補
）、

評
議
員
を
増
や
す
。

・
そ
の
他

◎
地
方
日
本
サ
イ
科
学
会

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　

会
長　

佐
佐
木　

康
二

◎
平
成
29
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

平
成
29
年

4
月
8
日　

第
2
1
2
回
研
究
会
総
会

＊�

平
成
28
年
度
事
業
報
告
、
平
成
29
年

度
事
業
計
画

＊�「
こ
の
宇
宙
は
愛
の
あ
る
A
I
だ
!?
」

佐
佐
木 

康
二

6
月
10
日　

第
2
1
3
回
研
究
会

＊�「
心
身
を
癒
す
と
真
の
サ
イ
能
力
が

発
揮
さ
れ
る
」
佐
佐
木 

康
二

8
月
12
日　

第
2
1
4
回
研
究
会

＊�「
神
通
力
が
な
け
れ
ば
悟
る
こ
と
は

で
き
な
い
!
」
佐
佐
木 

康
二

10
月
14
日　

第
2
1
5
回
研
究
会

＊�「
六
神
通
は
こ
う
し
て
起
き
る

－

脳
・

科
学
的
に
解
明
」
佐
佐
木 

康
二

12
月
9
日　

第
2
1
6
回
研
究
会

＊�「
量
子
波
動
と
し
て
の
『
神
の
遺
伝

子
』」
佐
佐
木 
康
二

平
成
30
年

2
月
10
日　

第
2
1
7
回
研
究
会

＊�「
量
子
で
わ
か
る
願
望
実
現
原
理
」

佐
佐
木 

康
二

◎
平
成
30
年
度
事
業
計
画

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
は
、
創
始
者

岡
田
幸
千
生
が
掲
げ
た
目
的
、「
聖
人

及
び
超
能
力
者
の
先
人
た
ち
を
出
来
る

だ
け
深
く
探
求
し
て
、
誰
で
も
本
来
的

に
持
っ
て
い
る
は
ず
の
超
能
力
を
万
人

に
成
長
さ
せ
て
人
類
の
活
動
能
力
を
本

質
的
に
高
め
る
こ
と
」
を
今
後
も
目
指

し
、
次
の
事
業
を
行
う
。

1
．
定
例
研
究
会
の
開
催

定
例
研
究
会
を
偶
数
月
第
2
土
曜
日

に
開
催
す
る
。
先
人
や
研
究
者
の
成
果

を
学
び
、
ま
た
各
人
の
知
恵
と
知
識
を

持
ち
寄
る
。
サ
イ
科
学
関
係
の
著
名
人

の
講
演
会
等
は
計
画
と
し
て
は
準
備
せ

ず
、
機
会
が
あ
る
折
り
に
考
慮
す
る
。

2
．「
東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
研
究
抄

録
」の
編
集

3
．
長
期
研
究
テ
ー
マ
の
推
進

サ
イ
現
象
の
観
測
量
化
「
ス
カ
ラ
ー

波
カ
メ
ラ
」
等
の
開
発
、
気
・
意
識
の

種
類
の
見
分
け
方
、「
念
写
」
写
真
・

「
オ
ー
ブ
」
画
像
等
の
分
析
・
検
証
（
福

来
心
理
学
研
究
所
と
の
共
同
研
究
）、

意
識
純
化
・
宇
宙
意
識
へ
の
目
覚
め
、

地
震
予
知
、
数
秘
術
・
秘
数
の
科
学
性

の
研
究
、
フ
リ
ー
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
装
置

の
研
究
、
過
去
世
・
霊
性
・
霊
能
の
研

究
、
食
と
サ
イ
能
力
の
関
係
の
研
究

4
．
講
演
会
等
の
開
催

「
念
写
実
験
」
等
の
テ
ー
マ
で
5
月
、

8
月
に
実
験
会
を
開
催
す
る
。（
福
来

心
理
学
研
究
所
と
共
催
）

5
．
会
推
進
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
、
本
部

会
員
・
会
員
の
勧
誘

6
．「
岡
田
文
庫
」（
福
来
心
理
学
研
究

所
と
の
共
同
事
業
）
及
び
ビ
デ
オ
資
料

等
の
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
・
管
理

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　

会
長　

 

眞
野　

博
英

                               

◎
平
成
29
年
度
事
業
報
告

研
究
集
会
Ⅰ

　

日
程　

平
成
29
年
9
月
9
日
（
土
）

　

会
場　

博
愛
癒
院

研
究
集
会
Ⅱ

　

日
程　

平
成
30
年
3
月
24
日
（
土
）

　

会
場　

博
愛
癒
院

◎
平
成
30
年
度
事
業
計
画

研
究
集
会
Ⅰ

　

日
程　

平
成
30
年
9
月
8
日
（
土
）

　

会
場　

博
愛
癒
院

研
究
集
会
Ⅱ

　

日
程　

平
成
31
年
3
月
23
日
（
土
）

　

会
場　

博
愛
癒
院

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　

会
長　

佐
藤　

禎
花

◎
平
成
29
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

平
成
29
年
8
月
27
日（
日
）

「
波
動
占
星
学
と
運
命
創
造
学
」　

　

�

講
師　

瀬
尾 

泰
範（
才
能
開
発
研
究

所
代
表
、
日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
、

占
星
学
研
究
家
）

●� ●



◎
平
成
30
年
度
事
業
計
画

　

現
在
計
画
中

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　

会
長　

河
野　

明
夫

◎
平
成
29
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

平
成
29
年
度
は
8
月
12
月
を
除
き
、
29

年
4
月
（
4
1
7
回
）
か
ら
30
年
3
月

（
4
2
6
回
）の
10
回
開
催
し
た
。

参
加
者
は
会
員
1
2
0
名
、
非
会
員

1
7
6
名
計
2
9
6
名
で
あ
っ
た
。

平
成
29
年

4�

月
15
日　

金
子
栄
子
「
ア
ー
ユ
ル
ヴ

ェ
ー
ダ
の
叡
智
マ
ル
マ
・
セ
ラ
ピ
ー
」

5�

月
20
日　

大
和
栄
一
「
神
社
と
経
営

心
理
学
を
使
っ
て
成
功
す
る
方
法
」

6�

月
17
日　

坂
井
洋
一
「
日
本
の
始
ま

り
は
シ
ュ
メ
ー
ル
」

7�

月
15
日　

徳
田
紫
穂
「
金
山
巨
石
群

の『
縄
文
』太
陽
観
測
ガ
イ
ド
」	

9�

月
16
日　

阿
部
一
理
「
放
射
能
汚
染

か
ら
命
を
守
る
最
強
の
知
恵
」 	

10�

月
21
日　

伊
藤
一
夫
「
マ
ド
モ
ア
ゼ

ル
・
愛
が
2
0
1
7
年
か
ら
2

�
0
�1�

8
年
を
占
う
」	

11�

月
18
日　

葛
村
和
弘
「
点
穴
武
術
気

功
と
は
―
実
践
気
功
と
人
体
の
関
係
」

平
成
30
年

1�

月
20
日　

上
森
三
郎
「
空
海
さ
ま
と

七
福
神
が
隠
し
て
伝
え
た
世
界
文
明

の
起
源
」

2�

月
17
日　

上
田
サ
ト
シ「
た
ま
し
い
、

こ
こ
ろ
、か
ら
だ
が
喜
ぶ
瞑
想
の
お
話
」

3�

月
17
日　

水
口
清
一「
陰
陽
の
法
則

で
読
み
解
く
2
0
1
8
年
以
降
の
日

本
と
世
界
」

◎
平
成
30
年
度
事
業
計
画（
敬
称
略
）

平
成
30
年
度
は
下
表
の
よ
う
に
8

月
、
12
月
を
除
き
、
30
年
4
月（
4
2
7

回
）か
ら
31
年
3
月（
4
3
6
回
）の
10

回
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
30
年

4�

月　

藤
野
・
河
原
「
霊
的
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
感
じ
て
み
よ
う
」

5�

月　

木
村
陽
一
「
音
楽
を
楽
し
む
と

は
」

6
月　

徳
永
康
夫
「
霊
活
の
す
す
め
」

7�

月　

坂
井
洋
一
「
ワ
ク
ワ
ク
古
代
史

セ
ミ
ナ
ー
」

9�

月　

高
岸
弘
「
残
像
メ
ン
タ
ル
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
」

11
月　

橋
本
和
哉	

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　

会
長　

森
安　

政
仁

◎
平
成
29
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

平
成
29
年

7�

月
2
日
（
日
）
第
1
部　

橋
本
和
哉

「
医
師
が
語
る
霊
障
診
療
の
歩
み
」

　

�

第
2
部　

小
林 

信
正「
直
観
の
開
発

法
と
そ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

9�

月
7
日
（
日
）
第
1
部　

橋
本
和
哉

「
3
分
で
治
す　

ト
ラ
ウ
マ　

蓄
積

感
情
診
療
」

　

�

第
2
部　

小
林 

信
正
「
な
ぜ
生
き

る
！　

心
霊
現
象
か
ら
学
ぶ
」

11
月
5
日（
日
）　

森
安 

政
仁

　
「
研
究
集
会
」

　
◎
平
成
30
年
度
事
業
計
画

　

現
在
計
画
中

●�

平
成
30
年
度
日
本
サ
イ
科
学
会
役
員

構
成（
＊
印
は
新
任
ま
た
は
改
選
）

名
誉
会
員　

品
川 

次
郎

名
誉
会
長　

佐
々
木 

茂
美

会
長　
　
　

浪
平 

博
人

理
事
長　
　

久
保
田 

昌
治
＊

副
理
事
長　

小
林 

信
正
＊

顧
問　
　
　

品
川 

次
郎
＊

地
方
会
長
兼
理
事

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

佐
佐
木 
康
二

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

眞
野 

博
英

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

佐
藤 

禎
花

関
西
サ
イ
科
学
会
会
長
、
副
理
事
長　

　

河
野 

明
夫

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

森
安 

政
仁

理
事（
常
任
理
事
を
含
む
）

　

阿
久
津 

淳
＊
、
石
川 

允
朗
＊
、

　

大
木 

高
伸
＊
、
小
林 

泰
樹
、

　

小
牧 

昭
一
郎
＊
、
志
賀 

一
雅
、

　

志
村 

則
夫
＊
、
徳
永 

康
夫
、

　

中
島 

敏
樹
、
鯰
江 

勇
、

　

橋
本 

和
哉
、
本
間 

修
二
＊
、

　

前
田 

知
則
＊
、
苗 

鉄
軍
、

　

渡
辺 

宙
明

幹
事　

小
澤 

佳
彦
＊
、
小
久
保 

孝
行

評
議
員

　

薄
葉 

達
夫
、
占
部 

浩
一
＊
、

　

瓜
生 

昌
代
司
、
大
西 

章
、

　

奥
村 

八
郎
、
加
納 

愛
信
＊
、

　

鴨
川 

裕
司
、
小
林 

隆
文
、

　

佐
藤 

ひ
ろ
子
、
杉
立 

繁
＊
、

　

谷
口 

五
月
、
飛
田 

洋
子
＊
、

　

三
浦 

良
江
、
屋
敷 

益
男
＊

監
事　

和
田 

守
央

（
18
頁
に
続
く
）

● �●
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《本部月例会・全国大会講演録音の販売》

本部月例会・全国大会のビデオ録画以前のICレコーダーによる録音の音声ファイル（拡張
子wma）なので、聞くためには「CD、DVDプレーヤー」の付いたウインドウズ・パソコンが
必要になります。

以下のリストから興味のある講演、今一度聞いてみたいものを御注文願います。講演時間
は平均3時間前後で質疑応答等も含まれます。マイクからの直接録音ではなく、やはり会場の
スピーカー音の録音ですので、完璧な鮮明さではありませんが、もちろん内容は普通に聞き取
れます。当日放映されたビデオやOHP等で紹介された図や写真は付いておりません。

講演録の代金は1回分1,500円（送料等含む）です。お送りするのは講演録の入った「CD−R」
で1枚につき6、7回分が入ります。（一部のノートパソコンを除いて、大抵のウインドウズ・パ
ソコンには、「CD−Rファイル」が読めるプレーヤーがついております。）

※御注文はメールまたはFAXで、下記のメールアドレス（またはFAX番号）に、「201※年
○月○○○○氏講演録音購入希望」と記して、郵便番号、住所、氏名、電話番号を書いて、
御注文願います。2週間以内に発送致します。

お支払いは、到着後同封の郵便振替用紙で8日以内にお振り込みいただければ、結構です。
　　　E-mail office21@psij.mail-box.ne.jp　　FAX 047-330-4091

2010/10/10	 第21回全国大会　シンポジウムテーマ「2012年問題とサイ」
2010/11/14	 秋山眞人氏「夢診断と未来予測」
2010/12/12	 宇治橋泰志氏「新たな予防医学を目指して」
2011/ 1/ 8	 新年会も兼ねた会員の体験意見発表と討論の会
2011/ 2/12	 石川和孝氏「世紀末的神示と予言の陰陽道的思考」
2011/ 5/14	 赤松 瞳氏「最新脳科学と透視能力」
2011/ 6/12	 井出 治氏「未知エネルギーの研究とチャネリング」
2011/ 7/18	 古村豊治氏「なぜあなたに大きな奇蹟が起こらないのか?」
2011/ 9/10	 鈴木俊輔氏「3・11新文明の幕開け～日本人の使命～」
2011/10/ 9	 創立35周年記念大会　シンポジウムテーマ「パワースポット」
2011/11/12	 小林信正氏「心霊現象について」
2011/12/10	 忘年会も兼ねた会員の体験意見発表と討論の会
2012/ 1/14	 ミッツィ植田氏「縄文スピリットでサバイバル」
2012/ 2/11	 小林正典氏「サイ科学に関係した電気・磁気の研究の紹介」
2012/ 4/14	 ロン薄葉氏「オーブ現象とこれまでの歩み」
	 川崎利男氏「オーブ観察7年間その傾向と残された課題」
2012/ 5/12	 徳永康夫氏「命とソマチットと般若心経の探検」
2012/ 6/10	 松永修岳氏「密教開運術『強運の成長戦略提言～氣を高めれば運はやってくる～』」
2012/ 7/14	 中島敏樹氏「水と珪素の集団リズム力」
2012/ 9/ 8	 ホンマシュウジ氏「�未曽有の天災・人災を目の当たりにして、サイ科学は何が

できるのか⁉」
2012/10/14	 第22回全国大会　シンポジウムテーマ「コンタクト」
2012/11/10	 藤森博明氏「気（生命エネルギー）の実在と能力」
2013/ 1/12	 志賀一雅氏「α波のコヒーレンシーについて」
2013/ 2/ 9	 宇治橋泰志氏「疾病を根本から改善する新治療法を求めて」



［
平
成
29
年
度
決
算
報
告
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［
平
成
30
年
度
予
算
］

◎
基
幹
研
究
賞
表
彰

基
幹
研
究
賞

　
　
　

東
京
都　

佐
藤 

禎
花 

殿

本
会
は
定
款
細
則
第
十
八
条
に
よ
り
総

会
の
議
を
経
て

貴
下
の
研
究
活
動
に
対
し
基
幹
研
究
賞

を
贈
り

感
謝
の
意
を
表
し
ま
す

平
成
30
年
6
月
17
日

日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　

浪
平 

博
人

題
目
「
動
的
オ
ー
ブ
の
出
現
（
発
生
）

に
関
す
る
基
礎
研
究
」

空
間
に
オ
ー
ブ
を
出
現
・
発
生
さ
せ
、

動
的
に
観
察
・
記
録
す
る
手
法
を
発
見

し
、
開
発
し
た

　
　

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

（ガイド）の役目を果たすようになる。つまり、
スピリットオーブは「願い事を叶える」を与え
てくれる様になる。

筆者自身の経験を元にして推定すると、次
元上昇という言葉を使えば、非常に困った時
に、「願い事」は、夢に出てきて、スピリット
オーブを介して指導してくれるようになる。こ
れは、誠に幸いである。さらに陰陽イオン群
ならびに雲状陰陽PSI-spin対群の組み合わせ

と割合、エアゾール（宇宙塵芥類）の混入、な
どの諸条件の変化を介して、オーブの表情（内
容）が変わる可能性がある。同時に、撮影者の
意念の内容も状況に応じて様々に変わる。ス
ピリット自体も、それらに応じて変化するので
あろう。諸々の変化の結果として、次元上昇
も、様々に変化するであろう、と判断できる。
例えば、情報科学では、1と0などの組み合わ
せによって、人工知能（AI）ができている。

● �●

項目 予算 決算
ジャーナル発行
会誌発行
人件費
例会会場費
講師謝礼
事務用品
郵送・配送料
通信費
会議・打合せ
交通費
事務所維持費
郵便・銀行振込料
予備（予稿集印刷代）
来期繰越金
合計

支出
項目 予算 項目 決算

会費 会費（正）
例会 会費（学生）
寄付 会費（準）
本・他 会費（維持）
繰越金 会費（賛助）
合計 入会費

例会収入
本会寄付
本・他
広告料
借り入れ
前年度繰越金
合計

収入

項目 金額 項目 金額
会費 ジャーナル発行
例会 会誌発行
寄付 人件費
本・他 例会会場費
繰越金 講師謝礼
合計 事務用品

郵送・配送料
通信費
会議・打合せ
交通費
事務所維持費
郵便・銀行振込料
予備
来期繰越金
合計

収入 支出



と（B）で異なっている。（A）の場合は、丸い凸
凹を持つ古い銅鏡状であり、（B）の場合は円形
状非対称干渉縞模様である。つまり、撮影者
が（A）と（B）では別々の模様（表情）が写され
ている。またこれと同一の現象が撮影者など
が同一の2014/06/15､ 上海、静安寺、大雄
寶殿内の仏像撮影の場合に現れている。以上
の理由としては、撮影者が異なれば､ 意念（変
性意識状態で念ずる）も異なる筈であり、その
為に異なる模様（表情）が写ったと考える事が
出来る。

2－2）意識の相違（同一人）
注目すべき事として、同一人によって写され

た（一枚の）撮影画面に映されているオーブは、
ほぼ同一の模様（表情）を持っている事にある。
この現象は上述の写真1、2以外にも多くの撮
影例がある。例えば写真3、4（省略）である。

福島の実験室の外側を同一のカメラ、撮影
者、場所で撮影している。両者を比較すると、

「それぞれの模様（表情）はほぼ類似している
が、詳細にみると、僅かに異なっている」とい
う結果を得た。考察として、撮影者の意念は、
時間や空間に無関係に何時も変動しているの
で、写されてくるオーブは、別の模様（表情）
になる。つまり、撮影時の撮影者の意念に共
振したオーブが写った、と考えられる。

2－3）共振しないオーブ
一例として写真5、6（省略）をみる。共通し

た模様（表情）を持つオーブ群の中に、共通の
模様（表情）を持たない､ 少数の（共振しない）
オーブがある。強い自己発光性の乳白色のオー
ブと薄い灰色の目立たないオーブである。こ
の理由は別報で報告する予定。

3．検討と考察
3－1）雲状PSI-spin対群の形成

オーブ形成の初期の段階におけるオーブ動
画の画像処理結果をみる（別報参照）。観察対
象の大粒のオーブの背景空間には、多数のノ
イズ状の小粒のオーブ（陰と陽の巴型イオン対
と電子から構成）群の散在が認められている。

東洋の伝統医学によれば、人体は粗大身（肉

体など）と微細身（非科学、生命エネルギー）
から構成されており、前者は可視（科学的）で
あるが後者は非可視（極微細、素粒子よりも小
粒）である。この微細身は陰と陽の気（サイ、
プラナ）エネルギーから構成されており、2本
の陰、陽の気道（ナーダイ）内を流れて、チャ
クラ（生命エネルギーセンター）を介して身体
を内包する「オーラ」内に放出される。この

「オーラ」内では、陰と陽の「気（サイ）」スピン
は互いに引き合って巴型状のスピン対になる

（雲状、陰陽PSI-spin対形成）。この雲状陰陽
PSI-spin対には、指紋と同様に個性はあるが、
人々の生死、年令、男女、種族などの区別が
なく、しかもオーブの背景空間にも、それらは
存在している筈である。筆者らは、このスピン
対がオーブに加算された場合をスピリットオー
ブ（たまゆら）と呼んでいる。

撮影された一枚のオーブ群写真の中で、同
一模様（表情）が現れるのは、撮影者の意念が
形成する雲状陰陽PSI-spin対と、体外にある
雲状陰陽PSI-spin対が共振（同調）したためで
あろう。つまり撮影時の撮影者の意識と体外
にあるスピリットオーブとが共振（同調）して、
マクロPKが現れ、オーブが写った為である、
と考えられる。

3－2）次元上昇とガイド
オーブ撮影に成功する為には、繰り返して

練習する必要がある。一般の場合、初心者は
50回程撮影してやっと1回写る程度であるが、
毎晩、約30分程度、一ヵ月ほども続けると、
写るようになる。暫くすると、3回に1回位は
写るようになり、ついには毎回写る様になる。
これは、最初は、撮影者の周りには、その人
の雲状陰陽PSI-spin対群は殆ど居ない（無い）
ので、写らない。

しかし、その人の意念の働きにより、次第
に撮影者の周りに集まってきて、ついには、何
時でも写る（居る）様になる。最初のころは、

「御願いです､ 写って下さい」、と繰り返すが、
何時の間にか、撮影者自身の、固有の雲状陰
陽PSI-spin対群が集まってきて、助言を与え
てくれる（テレパシー、ヒラメキによる）。つま
り個性のある雲状陰陽PSI-spin対群が守護霊

●� ●



1．はしがき
体外にある物質と意念（ASC）が直接に情報

交換する現象をマクロPKという。ところで、
実験・研究者の多くの人達は、スピリットオー
ブは意識体または霊体の投影ではないだろう
かと推定している。これらを究明する為の初
歩的な実験をしたところ、意念とオーブの間に
は共振の現象のあることが判った（サイ科学、
37-1、pp.2-8、2015）。本稿では、さらに検討
を加えてこの種の問題をより深く考察すること
にした。

2．実験結果と検討
使用したカメラはカシオEX-ZR700とカシ

オEX-ZS180の2種類である。前報と同様、
撮影モードをPに合わせ（シャッターと絞りが
自動）、空気成分が電離していると思われる薄
暗い空間の、オーブが居ると思われる方向に
向けて、フラッシュ撮影する。

写真1（A）、2017/11/21　鐘乳洞内

2－1）撮影者（人）の相違
2017/11/21（火）、14～15時、秋吉台の鐘

乳洞の内側（薄暗い）から出口（明るい）に向け
て洞内にいる非可視のオーブを撮影した一例
を写真1（A）、2（B）に示した。両者の場所、
カメラ、撮影時間、撮影方向は同一である。
写真1（A）は撮影者（A）によるもので、数個
以上のオーブが写されており、この円形内の
オーブの模様（表情）は同一である。

撮影者の経験によると、写り込んでくるオー
ブ（たまゆら）像は円の直径、模様（表情）、色
合い、ヘイロー（halo）などは様 （々ランダム）
であるが、撮影者によって決まっており、一
枚の写真にはほぼ同一の模様（表情）が写され
てくる。

写真2（B）、2017/11/21　鐘乳洞内

他方、写真2（B）には2～3個のオーブが映
されている。この時のオーブ内部の模様（表情）
はほぼ同一である。しかし、模様（表情）は（A）
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